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「
ほ
場
整
備
」
を
、
市
街
地
を
除
く
平

場
地
域
を
主
体
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て

い
ま
す
。
1
0
月
2
6
日
㈲
に
は
、
上
新
田

地
内
の
現
地
で
、
平
場
地
域
で
は
最
後

の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
と
な
る
「
下
条

地
区
」
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
は
、
既
に
終
了
し
た
「
苗

場
下
段
地
区
」
を
は
じ
め
と
す
る
市
内

各
地
区
の
ほ
場
整
備
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
．
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市
の
ほ
場
整
備
事
業
は
、
昭
和
4
0
年
か
ら
4
5
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
小
泉
・

山
谷
地
区
の
構
造
改
善
事
業
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
団
体
営
や
県
単
制

度
に
よ
り
、
3
～
1
5
診
規
模
の
整
備
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
よ
り
効
率
的
で
、
大
規
模
な
整
備
を
目
指
し
て
、
昭
和
5
7
年
か
ら
苗
場
下

段
地
区
（
水
沢
・
川
治
）
の
県
営
ほ
場
整
備
が
着
手
さ
れ
る
と
、
市
内
各
地

区
で
広
範
囲
な
県
営
事
業
が
次
々
に
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
か
ら
の
吉
田
南
部
地
区
、
平
成
6
年
着
手
の
四
日
町
中
条
地
区
、

そ
し
て
今
年
1
0
月
に
は
下
条
地
区
の
県
営
事
業
に
鍬
が
入
り
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
市
内
の
平
場
は
市
街
地
を
除
き
平
成
1
1
年
を
目
標
に
ほ
と
ん
ど
の
地
区

で
整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
6
年
度
末
4
3
・
84
％

だ
っ
た
整
備
率
は
、
平
成
1
1
年
度
に
は
約
6
0
％
に
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
平
場
地
区
の
整
備
の
め
ど
が
つ
い
た
こ
と
で
、
市
で
は
今
後
山
間

地
域
の
整
備
に
全
力
を
あ
げ
る
方
針
で
す
。

苗
場
下
段
地
区

　
苗
場
下
段
地
区
は
、
昭
和
5
7
年
8
月

に
市
内
で
初
め
て
の
県
営
事
業
と
し
て

着
手
さ
れ
ま
し
た
。
河
川
水
系
の
違
い

か
ら
、
水
沢
・
川
治
の
両
地
区
に
ま
た

が
る
1
7
工
区
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　
整
備
面
積
は
2
2
6
診
、
1
2
年
間
の

〈主要工事〉

区画整理 226ha 幹線道路工 1．5km

用水路工 67．3km
きょうりょう

橋梁工 2か所

揚水機場 6か所
あん　きょ

暗渠工 130ha

排水路工 34．1km 客　　土 15ha

道路工 47．1km

歳
月
と
2
9
億
3
千
9
百
万
円
を
投
じ

て
、
昨
年
1
1
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
農
道
と
ほ
場
区
画
の
整
備
に
よ
り
、

大
型
機
械
を
使
っ
た
農
業
経
営
の
近
代

化
と
土
地
の
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
深
井
戸
等
に
よ
る
用
水
の
確

保
や
、
用
排
水
路
の
分
離
整
備
で
水
の

合
理
化
と
乾
田
化
を
図
り
、
干
ば
つ
や

集
中
豪
雨
等
に
対
応
で
き
る
農
業
基
盤

の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

上村工区（伊達地内）のほ場整備前（写真上）

と整備後（写真下）

吉
田
南
部
地
区

　
吉
田
南
部
地
区
は
、
県
営
事
業
と
し

て
平
成
元
年
1
0
月
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
鐙
坂
・
高
島
両
集
落
が

あ
る
上
段
と
、
高
島
集
落
の
下
段
で
信

濃
川
に
隣
接
す
る
川
原
の
二
つ
の
地
区

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
整
備
面
積
は
2

1
1
診
、
2
6
億
7
、
9
0
0
万
円
で
完

成
予
定
は
平
成
9
年
度
で
す
。

　
上
段
地
区
は
、
用
水
を
思
川
、
鉢
沢

川
、
浅
河
原
川
、
中
手
川
に
頼
り
、
さ

ら
に
小
規
模
た
め
池
と
渇
水
用
水
に
頼

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
量
が
少

な
く
用
水
不
足
に
悩
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
整
備
で
反
復
ポ
ン
プ
を
設
置
す

る
な
ど
し
て
、
用
水
確
保
を
行
い
ま
す
。美田に生まれ変わった上段のほ場

獲簸

　
n
月
か
ら
「
主
要
食
糧
の
需
要
及
び

価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
新
食
糧

法
）
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
と

も
な
い
、
米
流
通
は
管
理
の
時
代
か
ら

自
由
競
走
の
時
代
へ
と
移
り
変
わ
り
ま

す
。
そ
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

備
蓄
と
生
産
調
整

　
中
期
的
視
点
に
た
っ
た
備
蓄
（
約
1

5
0
万
ト
ン
±
5
0
万
ト
ン
）
と
生
産
調
整
を

行
い
全
体
需
要
の
調
整
を
図
り
ま
す
。

生
産
調
整
は
依
然
と
し
て
大
き
な
需
要

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
た
め
、
従
来
通
り
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
な
お
来
年
度

は
全
国
で
約
79
万
診
の
調
整
（
今
年
6
8

万
診
）
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
の
部
分
管
理

　
民
間
流
通
に
よ
る
自
主
流
通
米
が
主

体
と
な
り
ま
す
。
政
府
は
政
府
米
の
操

作
を
通
じ
、
備
蓄
の
運
営
や
輸
入
米
の

運
用
に
よ
り
部
分
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
　
市
場
実
勢
の
反
映

　
自
主
流
通
米
の
価
格
形
成
の
場
（
価

格
形
成
セ
ン
タ
ー
）
を
設
置
し
需
給
実

態
が
反
映
さ
れ
る
価
格
制
度
と
な
り
ま

す
。
政
府
米
価
格
も
自
主
流
通
米
の
価

格
動
向
を
反
映
し
た
通
年
一
本
価
格
と

し
、
銘
柄
の
グ
ル
ー
プ
分
け
が
行
わ
れ
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、

鉢

地

区

　
鉢
地
区
は
、
県
営
水
田
営
農
活
性
化

基
盤
整
備
事
業
で
平
成
6
年
1
0
月
に
着

手
し
ま
し
た
。
整
備
面
積
は
、
2
8
・
9
診
、

総
事
業
費
6
億
2
千
5
百
万
円
で
、
平

成
8
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
区
も
吉
田
南
部
地
区
の
上
段

同
様
用
水
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
整
備
で
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
（
た

め
池
や
用
水
路
か
ら
一
定
量
の
水
を
蓄

え
、
圧
力
に
よ
り
各
水
田
に
引
水
す
る

施
設
）
や
た
め
池
を
整
備
し
、

の
解
消
を
図
り
ま
す
。

水
不
足来年には整然とした区画に

四
日
町
中
条
地
区

　
四
日
町
中
条
地
区
は
、
県
営
事
業
と

し
て
平
成
6
年
1
1
月
に
着
手
し
ま
し
た
。
「

整
備
面
積
は
、
1
4
7
診
、
総
事
業
費

30
億
2
千
8
百
万
円
で
、
平
成
1
0
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
区
は
、
四
日
町
・
下
島
・
上

之
島
・
梅
花
の
4
地
区
か
ら
成
っ
て
い

ま
す
。
区
画
整
理
1
4
7
診
の
内
、
3
9

診
が
ー
㌶
（
1
町
歩
）
の
大
規
模
田
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
田

　
　
囎

下島地区の工事風景

が
3
0
岬
，
以
上
の
田
と
な
り
、
大
型
機
械

を
使
っ
た
農
業
経
営
の
近
代
化
が
図
ら

れ
ま
す
。
ま
た
用
水
補
給
に
は
自
動
給

水
弁
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
水
位
を
指
定
し
て
お
く
と
、
自

動
的
に
そ
の
水
位
ま
で
水
を
給
水
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
朝
晩
の
水
見
の
作
業

が
軽
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
用
水

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈主要工事〉

区画整理 147ha 幹線道路工 5．8km

用水路工 28．2km 橋梁工 4か所

揚水機場 3か所 暗渠工 27ha

排水路工 20．4km 客　　土 95ha

道路工 17．3km

下
　
条
　
地
　
区

　
下
条
地
区
の
県
営
事
業
は
市
内
の
平

場
地
域
で
は
最
後
の
事
業
で
す
。
今
年

10

月
に
上
新
田
の
現
地
で
起
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
整
備
面
積
は
、
1
4
7

診
、
総
事
業
費
2
7
億
5
千
6
百
万
円
で
、

平
成
n
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
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こ
の
地
区
は
、
飛
渡
川
か
ら
小
千
谷

市
境
界
の
新
光
寺
ま
で
の
平
場
で
、
上

組
と
下
組
の
2
工
区
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
区
画
面
積
は
、
大
型
機
械
に
よ
る

農
業
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、
1
診
（
1

町
歩
）
と
4
0
艀
，
の
大
区
画
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
用
水
は
、
水
の
効
率
的

な
利
用
と
適
正
な
配
分
を
行
う
た
め
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

る
予
定
で
す
．

●
魚
沼
・
岩
船
で
は
生
産
者
団
体
に
よ

る
働
き
か
け
の
成
果
に
よ
り
、
今
秋
か

ら
自
主
流
通
米
の
別
立
上
場
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

流
通
規
制
の
緩
和

　
自
主
流
通
米
・
政
府
米
の
安
定
流
通

を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
流

通
規
制
を
最
小
限
に
緩
和
し
ま
す
。

●
従
来
の
自
由
米
（
ヤ
ミ
米
）
と
言
わ

れ
た
米
も
、
届
け
出
に
よ
り
計
画
外
流

通
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

●
出
荷
・
販
売
業
者
へ
の
参
入
要
件
が
、

許
可
制
か
ら
登
録
制
へ
と
緩
和
さ
れ
ま

す
。

勝
ち
残
る
た
め
に

　
現
在
、
魚
沼
・
岩
船
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

除
く
全
国
す
べ
て
の
銘
柄
が
価
格
の
下

落
を
続
け
て
い
ま
す
。
全
国
の
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
魚
沼
に
は
様
々
な
業

者
が
入
り
、
生
産
者
の
出
荷
先
も
複
線

化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
米

作
り
を
行
い
、
安
定
し
た
消
費
地
を
い

か
に
見
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
加
え
、

魚
沼
全
体
で
生
産
者
・
市
町
村
・
生
産

者
団
体
の
結
束
を
図
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
す
。
更
に
生
産
量
以
上
に
魚
沼
米

が
流
通
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
見
つ

め
、
良
品
質
な
米
生
産
と
安
定
し
た
流

通
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
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市
で
は
、
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
会
（
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
内

の
町
村
・
J
A
・
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
を
組
織
し
、
昭
和
6
3

年
か
ら
、
米
消
費
拡
大
と
日
本
型
食
生
活
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

外
国
産
米
の
輸
入
・
新
食
糧
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
国
産
米
、
中
で
も
魚

沼
米
へ
の
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
今
回
は
十
日
町
総
合
高
等
学
校
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

高
校
生
に
「
お
米
を
使
っ
た
料
理
」
を
調
理
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

将
来
の
台
所
の
主
役
と
な
る
彼
女
た
ち
の
お
米
の
消
費
傾
向
、
ま
た
農
業
に

関
し
て
の
意
向
を
調
査
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
お
い
し
い
魚
沼
米
」
で
育

っ
た
彼
女
た
ち
の
声
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
総
合
高
等
学
校
の
家
政
科
3

年
担
任
小
林
直
子
先
生
の
指
導
の
も
と

に
、
3
9
人
の
皆
さ
ん
が
9
班
に
分
か
れ

て
各
班
で
研
究
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ

ュ
ー
の
実
習
を
開
始
。
さ
す
が
家
政
科

3
年
生
と
あ
っ
て
手
際
の
良
い
こ
と
、

味
付
け
の
う
ま
い
こ
と
、
牛
乳
や
チ
ー

ズ
・
パ
イ
シ
ー
ト
な
ど
様
々
な
材
料
を

上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
あ
る
こ
と
な
ど
、

若
い
人
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
に
取
材
班
一

同
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
『
米
』

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
日
本
人
・
主

食
・
大
切
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
な
ど
プ

ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
逆
に
『
農
業
』
に
対
し
て
は
、
「
大

変
そ
う
・
き
つ
い
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
中
に
は
「
お
じ
い

さ
ん
・
苦
労
の
割
に
高
く
売
れ
な
い
・

灰
色
の
作
業
服
」
な
ど
ち
ょ
っ
と
シ
ョ

ッ
ク
な
意
見
も
あ
り
、
後
継
者
育
成
な

ど
の
点
か
ら
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

少
数
な
が
ら
「
収
穫
の
喜
び
・
す
ば
ら

し
い
・
う
ら
や
ま
し
い
・
あ
こ
が
れ
」

な
ど
の
意
見
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

〈毎日食べているお米の入手方法は？〉
0　　　　　　　　20　　　　　　　　40　　　　　　　　60　　　　　　　　80　　　　　　　　100％

農家
　　　　　　　　　自　　家　　産　　　　　　　10011人

　　　　7．1（自家産）
一非
難　　　　馴親戚からもらう）
回家　　　　　　　　　39。3（米屋等から購入）
答

あ　　　　　　　　　39．3（農家から購入）
り28
一人　　7．1（わからない）　　　　　　＿＿

若さはじける皆さんの笑顔がステキです

1班の作品…洋風料理が多い中で、おし

ょうゆ味のお団子が生きていました

　
　
　
　
　
　
3
年
　
中
町
知
子
さ
ん

　
私
の
家
で
は
、
ほ
と
ん
ど
3
食
が
ご

飯
で
す
。
パ
ン
や
め
ん
類
も
時
々
食
べ

ま
す
が
、
や
っ
ぱ
嬢
鐙
飯
が
一
番
お
い

し
い
と
懸
い
ま
す
。

　
私
の
家
で
は
お
米
を
作
っ
藩
い
て
、

私
も
休
蒜
の
日
に
は
田
ん
ぼ
の
廉
怯
い

を
す
る
の
櫛
米
づ
く
り
の
大
変
さ
は
ま

く
分
か
り
ま
ず
。
献
立
を
考
え
る
と
毒
、

も
ご
飯
な
ら
バ
渉
ン
ス
の
良
い
も
の
鯨

な
り
ま
す
。
こ
れ
加
ち
も
た
く
さ
ん
の
．

人
に
ご
飯
を
食
べ
て
ほ
し
騨
麩
悪
恥
ま

す
。

〈好きなご飯の食べ方ベストm〉
　（1人3品ずつ記入してもらいました）

根づよい人気は、

やっぱり／　』

好きなおかずとの

緯み舎わせで、自
飯も太奮闘／　1

ドリアは若い女の

子の人気メニュー
です！　　　　、

カレーライス　44％

チャーパン　　41

白　　飯　　331

丼もの　　　23

ドリア　　　　20

五目ご飯　　20

ピラフ　　　　18

炊き込みご飯　18

おにぎり　　　15

おこわ（赤飯・栗）10

雌
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

　
　
　
　
　
3
年
　
高
橋
由
美
子
さ
ん

　
”
春
巻
き
や
ハ
ン
バ
ー
グ
の
中
に
ご

飯
を
入
れ
る
”
と
騰
フ
こ
麟
な
ど
今
ま

で
考
え
沈
竃
き
も
な
か
っ
た
囎
で
、
ど

う
な
る
ご
と
か
搬
醜
懇
縷
鍵
難
，
出
来

止
が
っ
た
も
の
鐵
懇
檬
獲
懇
繍
継
も
の

よ
り
も
と
て
も
獲
繋
縫
懇
鐵
欝
難
。
お

米
を
い
ろ
い
る
覇
灘
難
磁
欝
灘
灘
と
に

よ
っ
薫
、
単
品
懸
懸
叢
養
懸
難
灘
ス
が

と
れ
、
お
憾
し
く
食
べ
る
ご
屡
欝
で
き

ま
し
た
。
も
う
少
し
韮
棄
す
捲
ば
、
お

や
つ
と
し
て
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
謹
垂
灘

　
　
　
　
　
　
3
年
　
弓
削
朋
子
さ
ん

　
私
た
ち
の
班
で
は
、
シ
ー
フ
ー
ド
の

お
か
ゆ
を
コ
コ
謝
鱗
罫
審
）
に
入
れ
、

そ
の
口
を
．
熱
イ
皮
露
覆
い
、
芽
ー
ブ
ン

で
焼
い
た
「
シ
ー
7
ー
ド
ご
飯
継
イ
」

と
ご
飯
・
焼
き
な
す
鐵
ミ
ー
ト
ソ
麟
隷
・

チ
ー
ズ
の
順
に
重
ね
だ
「
ナ
ス
ド
懇
ア
墜

を
考
え
ま
し
た
。
ど
篶
ら
と
も
良
叢
由

来
、
満
足
⑳
い
く
も
醗
に
な
り
ま
じ
た
。

　
こ
の
実
習
を
行
9
て
み
で
．
米
は
調

理
法
次
第
で
い
ろ
騰
巻
櫻
料
理
が
出
来

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

4班の作品…オーブンから出すと、

思わず歓声が上がったグラタンパイ

4



す
こ
や
か
ボ
ー
ヤ

7　 可へ

●。o

り

〈1日に食べるこ飯の量は？〉
　0　　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　100％

〈朝・昼・タに食べる主食は？〉

（7日間に食べる回数を集計しました〉

2～2．5杯

23％
3～3．5杯
　60％

1　　1『杯1∩％　　　　　　　　　∠1杯1ソ　←7砿

ご飯茶

わんに

4杯以上7％1～L5杯10％

　〈食事作りのお手伝いは？〉

　無回答　　　　　　　　　　　、
　　　　　5　　　進んで手伝っ
　ほ　16　18％
しと　　　　　　　　頼まれたとき

爵2833手伝う、、
気が向いた　　　鍵1：1の．彪幽

　　朝食一…
　　昼食一
　　　夕食一

※昼食はお弁当を
　持参する人が多い

6、鷺3

ごはん　パ　ン　めん類　その他　何も食
　　　　　　　　　　　　　　　　　べない

　
　
　
0
0
％
　
8
0
　
　
6
0
　
　
4
0
　
　
2
0
　
　
0

　
　
　
1

　
　
　
　
小
林
直
子
先
生
（
家
政
科
）

　
米
不
足
や
食
管
法
の
改
正
な
ど
最
近

は
お
米
に
関
す
る
話
題
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
特
に
2
年
前
の
米
不
足
の
と
き

は
、
授
業
の
中
で
も
し
き
り
に
お
米
に

つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
お

米
は
a
本
の
食
糧
の
中
で
自
給
で
き
る

数
少
な
い
物
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ

と
や
、
お
米
中
心
の
日
本
型
食
生
活
の

良
さ
に
つ
い
て
授
業
で
も
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ

数
年
は
お
米
は
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な

話
題
で
あ
り
、
関
心
も
高
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
今
回
の
実
習
は
、
お
米
を
自
由
に
取

り
入
れ
た
料
理
と
い
う
こ
と
で
、
日
ご

ろ
よ
く
食
べ
る
料
理
や
工
夫
し
た
食
べ

方
な
ど
、
生
徒
自
身
の
ア
イ
デ
ア
で
す
。

「
今
ま
で
白
い
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
今
後
は
様
々
な

料
理
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」
、
「
ご

飯
は
炊
き
た
て
の
白
い
ま
ま
が
い
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
全

体
的
に
は
「
や
っ
ぱ
り
ご
飯
が
い
い
」

と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
自
分
自
身
の
食
生

活
、
そ
し
て
日
本
の
食
糧
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

鎌

全員でいただきま～す

　
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
そ
う
に
、
ま
た
一
生

懸
命
米
料
理
作
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
っ
た
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導
い

た
だ
い
た
小
林
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い

フ
ァ
ン
を
持
つ
お
米
の
良
さ
を
さ
ら
に

深
め
て
い
き
、
健
康
な
日
本
型
食
生
活

を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
お
か
ま
ち
わ
く
わ
く
探
険
隊
日
記

　
鐙
島
小
学
校
の
6
年
生
は
1
0
月
1
4
日

dD

に
「
と
お
か
ま
ち
わ
く
わ
く
探
険
隊
」

と
銘
打
っ
て
親
子
で
手
作
り
ソ
ー
セ
ー

ジ
や
栗
お
こ
わ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

お
昼
か
ら
は
み
ん
な
で
作
っ
た
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
、
そ
の
後
は
農
業
ク
イ
ズ

や
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ヘ
の
バ
ス
見
学

を
行
い
、
参
加
者
全
員
楽
し
み
な
が
ら

地
域
や
お
米
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
斎
木
隆
く
ん
（
北
鐙
坂
）

　
今
日
、
ぼ
く
が
一
番
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
で
す
。
ぼ
く

は
肉
を
ね
る
係
で
し
た
。
最
初
は
と
て

も
冷
た
く
て
ね
る
の
が
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
出
来
上
が
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

栗
園
に
行
っ
て
食
べ
て
み
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら

農
業
ク
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。
僕
た
ち
は

80

点
で
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
」
日
で

し
た
。
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

、

’
～
灘
，

謬糊

黒沢観光くり園での農業クイズ

　
　
　
　
　
　
柳
哲
司
く
ん
（
高
島
）

　
ぼ
く
は
探
険
隊
に
参
加
し
て
、
新
潟

県
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ほ
か
に
も
雪
の
精

や
わ
せ
じ
ま
ん
、
こ
が
ね
も
ち
と
い
っ

た
お
米
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

中
で
も
五
百
万
石
と
い
う
お
米
は
お
酒

の
た
め
の
米
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
今
ま
で
ご
飯
を
あ
ま
り

食
べ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
い

っ
ぱ
い
食
べ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
水
沢
小
学
校
の
5
年
生
は
、
親
子
で
チ
マ
キ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
手
作
り
の

り伝えて信しサ手マ

ハ　　　　　　　ドぢ　　　　ヒ

襲懇織簿懸洗
、懸難鯵灘馨麟顯

蒙鱗、結繋鐵鐵灘
　一．　　　　－　　　　　滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳

　
昔
の
家
庭
で
は
よ
く
見
ら
れ
た
チ
マ
キ
作
り
も
、

な
り
ま
し
た
。
芸
術
的
な
チ
マ
キ
も
出
来
ま
し
た
。

明
美
さ
ん
（
伊
達
2
）

今
で
は
あ
ま
り
作
ら
な
く

“
さ
あ
ー
、
お
味
は
？
”

5



お知らせします
雛 團 購

，繭i、

／そこで、市民の皆さんのご理解をいただくた

め、次のとおり市職員等の給与をお知らせし
　ます。

団平成6年度人件費の状況（普通会計決算）
‘て一　⊆、　IIJpqレノ白「ぐくノレノ〕ゼヒ月干乙V　1」1」￥1」

め、次のとおり市職員等の給与をお知らせし
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成7．4．1現在）

住民基本台帳人口
（平7．3．31）

歳出額
　（A） 実質収支 人件費

　（B）
人件費率
（B／A）

審5年度の
琶人件費率

45，474人
180億
　359万円

3億1，169万円 30億
2，499万円

16．8％ 18．6％

区分 内　　　　　　容 国の制度と比較

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

日平成7年度職員給与費の状況（普通会計予算）扶
養
手
当

配偶者一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・916，000円
配偶者以外の扶養親族のうち2人…　　　　　　　　　…各5，500円
ただし、配偶者のいない職員の場合には、
　　　　　　扶養親族のうち1人は・・　　　　　　一I　I、000円
その他の扶養親族1人につき・…　　　　　　　　　　　　2、000円
（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は2，000円加算）

同じ 職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 1人当たり給
与費（B／A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 ・計（B）

　人
388

14億9，378万

　9，000円

2億4，070万

　　4，000円
7億819万
　　7，000円

24億
　4，269万円

629万
　　5，593円住

居
手
当

〈借家〉月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対し負担して
　　いる家賃の額に応じて最高27，000円（家賃が55，000円以上の場

　　合〉まで支給。
〈持家＞1，000円　ただし、住宅を新築・購入した場合5年間は2，500円

同じ （注）1．職員手当には退職手当を含みません。　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　（平成7．4．硯在）
通
勤
手
当

〈交通機関利用者〉負担している運賃の額に応じて

　　　　　　　　　　　　　　最高45，000円まで支給。
〈交通用具使用者〉片道の使用距離に応じ、2、000円（2km以上5km未
　　　　　　満）から最高20、900円（片道40km以上）まで支給。

同じ 区　分
一　般　行　政　職 技能　蛍務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

十臼町市 324，102円 42．1歳 277，621円 48．3歳

特　殊

勤　務

手　当

（6年度）

区　　　　　分 全　　職　　種
国 297，346円 38．7歳 273，208円 47．9歳

職員全体に占める手当支給職員の割合 41．5％

支給対象職員1人当たり平均支給年額 25，599円
図職員の初任給の状況 （平成7．4．1現在）

手　　当　　の　　種　　類　　（手当数） 15

区　　分

十　田　町　市 国

代　表　的　な　手　当　の　名　称
税務手当、保育手当、社会
福祉手当、用地交渉手当

決定初任給 採用2年経過後
　給料額 初任給

採翔2年経過後
　給料額

一　般
行政職

大学卒 167，200円 180，500円 167，200円 180，500円

時間外

勤務
手　当

5年度
支　　　給　　　総　　　額 1億980万6，000円

高校卒 136，500円 145，900円 136，500円 145，900円

職員1人当たり支給年額 283，005円

固職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成7．4．1現在）

6年度
支　　　給　　　総　　　額 i億3，606万2，000円

職員1人当たり支給年額 341，008円
区　　分

経験年数7年以上

　10年未満
経験年数10年以土

　15年未満
経験年数15年以上

　20年未満
回特別職の給料等の状況　　　　　　　　　　　（平成7．4．1現在）

一般行政職
犬学卒 230，700円 277，200円 317，300円

区　　分 給料等月額 期末手当 高校牽 184，600円 233，900円 278，700円

給　料

市　　長
助　　役

収入役
教育長

859，000円

670，000円

6H，000円
611，000円

（6年度支給割合）

6月期　1．6月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

　計　　4．0月分

技能労務職 高校楽 178，900円 217，000円

（注）1．経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいいます。

　　2．空欄は、該当職員がいないためです。

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　（平成7．4．1現在）

報　酬
議　　長

副議長
議　　員

392，000円

316，000円

300，000円

区　分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

8　級 課　長　　・　参　事 13 4．1

7　級 課長・参事・課長補佐 20 6．3囮定員の状況
ア．部門別職員数の状況 （平成7．4．1現在） 6　級 課長補佐・副参事 63 20．0

区　　　　　　分 職　員　数 対前集増減数 5　級 係　長　　・　主　査 108 34．4

部　　　　　　門 平成5年 平成6年 平成7年 平成5年 平成6隼 平成7年 4　級 主　　　　　　　　　任 53 16．8

一般行政部門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

5
7
8
2
4
8
3
1
7
0
3

4
9
4
9

5
7
5
2
4
8

2
1
9
0
3
3
9
4
8

5
8
0
2
4
8

2
2
0
0
3
2
9
4
5

1
1
0
3
1
0
0
0
2

0
－
3
0
－
1
2
0
－
1
0
－
1

0
5
0
0
　
1
0
－
1
0
－
3

3　級 主　事　　・　技　師 27 8．6

2　級 主　事　　・　技　師 18 5．7

量　級 主　事　　・　技　師 13 4．1

計 315 100．0

（注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種およぴ技能労務職を除いたものです。

回昇給期間短縮の状況
小　　計 299 295 297 8 一4 2

区　　　　　分 奮　　計 一般行政職 技能労務職 その他一般職

特別行政部門 教　　育 92 92 91 0 0 一1

普　　通　　会　　計　　計 391 387 388 8 一4 1 6
年
度

職　員　数　（A） 436人 315人 61人 60人

普通昇給期間（12～24月）を
簸縮して昇給しだ職員数（区）

65人 56人 3人 6人

公営企業等
会　計　部　門

水　　道

下水道
その他

21

21

10

22
18

10

21

17

10

一2

－i

O

　1

－30

一1

－1

0 圭粒　　　率　　（B／A） 14．9％ 17．8％ 4．9％ 10．0％

小　　計 52 50 48 一3 一2 一2 圖職員手当の状況
合　　　　　　　　計 443 437 436 5 一6 一1

区分 十　圏　驚　布 国
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、臨

　　時又は非常勤職員を除いた数です。

イ．平成7年の職員数の増減状況
期勤
末勉
票蕃
当当

　　（6年度支給割合）
　　　期末手当　　勤勉手当
6月期　　1．6月分　　0．6月分
12月期　　1．9月分　　0．6月分
3月期　　0．5月分　　　　一
計　　　　4．0月分　　　1．2月分

　　（6年度支給割合）
　　　期末手当　　勤勉手当
6月期　　1．6月分　　0．6月分
12月期　　1．9月分　　0．6月分

3月期　　0．5月分　　　一
計　　　4．0月分　　　1．2月分

部　　　　　　門 増員数 減員数 差　引 主な増減理由

一般行政部門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林氷産
商　　工
土　　木

0
6
0
0
1
0
0
0
0

O
l
O
O
O
O
I
O
3

0
5
0
0
　
1
0
－
1
0
－
3

企画部門充実

保健衛生活動体制の強化

獣医師不補充

事務統合（一2）欠員不補充（一1）

退
職
手
当

（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続20年　21．0月分　28．875月分
勤続25年　33．75月分　44．55月分
勤続35年　47．5月分　62．7月分
最高限度額　60．0月分　62．7　月分

6　年　度　　　　487万　　　2、317万
1人当たり平均支給額　　　1’000円　　4’000円

その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　（2％～20％加算）

退　職　時
　　　　1～2号給特別昇給

（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続20年　21．0月分　28．875月分
勤続25年　33．75月分　44．55月分
勤続35年　47．5月分　62．7　月分
最高限度額　60．0月分　62．7　月分

その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　（2％～20％加算〉

退　職　時
　　　　20年以上勤続者1号俸
特別昇給

特別行政部門 教　　育 0 1 一1 臨時職員化

公営企業等

会計部門

氷　　道

下氷道
その他 0

0
0

I
I
O

一1

－1

0

一部民間委託
事務の統合

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

回特別職の給料等の状況

囮定員の状況
ア．部門別職員数の状況

（平成7．4．1現在）

（平成7．4．1現在）

（平成7．4．1現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、臨

　　時又は非常勤職員を除いた数です。

イ．平成7年の職員数の増減状況

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

日平成7年度職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　（平成7．4．硯在）

図職員の初任給の状況

固職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成7．4．1現在）

（平成7．4．1現在）

（注）1．経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいいます。

　　2．空欄は、該当職員がいないためです。

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　（平成7．4．1現在）

（注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種およぴ技能労務職を除いたものです。

回昇給期間短縮の状況

圖職員手当の状況

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。
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惹 を
　地方公務員の給与・退職手当等については、

国や県・他市町村をはじめ地域の民間事業所
などと均衡を図るように定められています。／

区　分

衛　　　生　　　施　　　設　　　緯　　　奮 団平成6年度人件費の状況（普通会計決算）

一・　般　　行　　政　　職 区　分
圏域内基本台帳

人ロ（7．3．31）

歳出額
（A） 実質収支

人件費
（B）

人件費率

（B／A）

参5年度の
き人件費率

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比1％）

広域事務組合 73，938人
ll億8，819万

　8，000円

5，067万

　1，000円

7億5，931万円
63．9％ 67．9％8　級 局　　　　　　　　　　　長 1 7．1

7　級 次　　　　　　　　　　　長 1 7．1
衛生施設組合 54，139人

5億6，650万

　8、000円

4，940万

　7，000円

臆6，870万

　7，000円
29．8％ 10．0％

6　級 係　　　　　　　　　　長 1 7．1

5　級 係長　・主査　・主任 7 50．0
（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成7年度職員給与費の状況（普通会計予算）
4　級 、主　　　　　　　　　　任 2 14．3

3　級 技　　　　　　　　　　師 一 一
区　分

職員数
（A）

給　　　与　　　費 1人当た1ノ

給与費

（B／A）2　級 技　　　　　　　　　　師 2 14．3 給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

1’級 技　　　　　　　　　　師 一 一
広域事務組合 90人

3億4，995万

　8，000円

8、B2万

　5，000円

臆6，329万

　8，000円

5億9，458万

　1，000円
660万
6，456円計 14 100．0

囹昇給期間短縮の状況（普通会計）　　　　　　（平成6年度）
衛生施設組合 23人

8，498万

　3，000円

2，598万

　7，000円

4，073万

8，000円

臆5，i70万

　8，000円
659万
6，000円

区　　分 合諦 一般行政職 技能労務職 消防職
（注）1．職員手当には、退職手当を含みません。

　　2．給与費は、当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　（平成7．4．1現在）
広
域
事
務
組
合

職員数（A） 　人
90

　人
1

　人
89

区　分
・一般行政職 技能労務職 消　　防　　職

普通昇給期問（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）
　人
12

　人
1

　人
H 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給糊額 平均年齢

比率（B／A）
　　％
13．3

　　％
100．0

　　％
12．4

広域事務組合 394，542円 56．3歳 323，217円 40．0歳

衛生施設組合 328，500円 44．0歳 283，200円 49．4歳

衛
生
施
設
組
合

職員数（A） 　人
23

　人
14

　人
9

国 297，346円 38．7歳 273，208円 47．9歳 315、290円 39．7歳

（注）1．消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。

図職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　（平成7．4」現在）
普通昇給期問（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）
　人
5

　人
3

　人
2

比率（B／A）
　　％
21．7

　　％
2i．4

　　％
22．2 区　分

広域事務組合 衛生施設組合 国

初任給
採用簿経過

後給料額 初任給
採用2年経過

後給料額
初任給

採用簿経過

後給料額
■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当

は、市職員と同額のため省略いたします。 一般
行政職

大卒 167、200円 180、500円 167，200円 180，500円 167，200円 180，500円

高卒 136，500円 145，900円 136、500円 145、900円 136，500円 145，900円

特殊勤

務手当
（6年度）

区　　　分 広域事務組合 衛生施設組合

消防職
大卒 185，100円 201，400円 185，ioO円 201，400円

職員全体に占める手当支給職員の割合 97．8％ 100％ 高卒 154，100円 167，500円 154，100円 167，500円

支給対象職員1人当たり平均支給年額 28，881円 129，058円

手当の種類（手当数） 4 4
圖級別職員数の状況 （平成7．4．1現在）

代表的な手当の名称
緊急車運転手当、

災害出動手当、

夜間消防手当等

清掃手当、

危険手当等 区
分

広　　域　　事　　務　　組　　合

消　　防　　職 一般行政職
標準的な職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％〉

時問外

勤　務

手　当

区　　　分 広域事務組合 衛生施設組合

7級 消防監・消防長 1 1．1
『 一 一5

年
度

支　　給　　総　　額 1，268万8，953円 445万3，000円

職員1人当たり支給年額 156，654円 202，400円
6級 司令長・次長・署長・課長 5 5．6

と畜場長
係　　長 2 100．0

6
年
度

支　　給　　総　　額 1，327万6，432円 345万9，833円

職員1人当たり支給年額 161、908円 157，265円 5級
司令・次席・課長補佐・

小隊長・分遣所長
10 H．2 一 一 『

回特別職の報酬 4級
司令補・係長・分遣
所副所長

15 16．9 一 一 一

区　　分 報酬年額 区　　分 報酬年額
3級 士長・主任・分隊

長・副分隊長
23 25．8 一 一 一

職
　
　
　
名

管理者 32，000円

職
名

十目町市消防団長 91，000円

副管理者 30，000円 〃　副団長 66，000円 2級 副士長・副分隊長 15 16．9 一 一 一
収　入　役 30，000円 〃　分団長 51，500円

議　　　長 32，000円 〃　副分団長 37，500円 1級 消　　　防　　　士 20 22．5 『 一 一

副　議　長 30，000円 〃　部　長 30，500円
計 89 100．0 2 100．0

議　　　員 30，000円 〃　班　　長 22，000円

一 一 〃　団　員 15，500円
（注）1．当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

囹昇給期間短縮の状況（普通会計） （平成6年度）

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当

は、市職員と同額のため省略いたします。

回特別職の報酬

団平成6年度人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成7年度職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）1．職員手当には、退職手当を含みません。

　　2．給与費は、当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況

（注）1．消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。

図職員の初任給の状況

圖級別職員数の状況

（平成7．4．1現在）

（平成7．4．1現在）

（平成7．4．1現在）

（注）1．当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
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誕E2

■問い合わせ

区画整理課（千代田町・古田

　島ビル2階）盈52－7512

　市では、都市基盤を整備するために、十日町駅西土地区画整理事

業と西本町土地区画整理事業を進めています。十日町駅西土地区画

整理事業では、近く、仮換地指定の手続きを行います。また西本町

土地区画整理事業では、地権者説明会を開催する予定です。

　両事業の現在までの進捗状況をお知らせします。

土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
は

　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
良
好
な

街
づ
く
り
の
た
め
に
、
乱
雑
な
既
成
市

街
地
、
無
秩
序
に
市
街
化
し
つ
つ
あ
る

地
域
、
ま
た
は
新
た
に
市
街
地
化
し
よ

う
と
す
る
地
域
を
対
象
と
し
て
、
土
地

の
区
画
形
質
を
整
え
、
道
路
や
公
園
な

ど
の
整
備
改
善
を
行
う
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
一
般
的
に
行
わ
れ
て

い
る
用
地
買
収
方
式
に
よ
る
道
路
工
事

な
ど
と
異
な
り
、
面
的
な
広
が
り
を
持

っ
て
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
を

一
括
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
々
の
所
有
す
る
土
地
に
つ
い
て
も
整

形
さ
れ
た
土
地
に
再
配
置
さ
れ
る
た
め
、

整
然
と
し
た
街
が
で
き
、
地
域
全
体
の

土
地
利
用
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
用
地
は
、
事

業
を
行
う
区
域
内
の
地
権
者
か
ら
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
ぶ

の
一
部
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
「
減
歩
」

と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
ま

す
。
宅
地
に
つ
い
て
は
、
整
形
さ
れ
た

新
た
な
土
地
に
置
き
換
え
ら
れ
（
こ
れ

を
「
換
地
」
と
言
い
ま
す
）
、
原
則
と
し

て
ど
の
土
地
も
道
路
に
面
す
る
よ
う
配

置
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
施
行
者
に

よ
り
、
個
人
施
行
、
組
合
施
行
及
び
地

方
公
共
団
体
施
行
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

十
日
町
駅
西
地
区
も
西
本
町
地
区
も
、

ど
ち
ら
も
都
市
計
画
事
業
と
し
て
十
日

町
市
が
施
行
者
と
な
っ
て
行
う
地
方
公

共
団
体
施
行
の
事
業
で
す
。

イメージ図西中

十
日
町
駅
西

　
　
土
地
区
画
整
理
事
業

　
十
日
町
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
新
し
い
十
日
町
市
の
玄
関
口
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
を
目
指
す
と
と

も
に
、
地
区
内
に
住
ん
で
い
る
人
の
利

便
性
の
向
上
、
さ
ら
に
土
地
利
用
の
増

進
を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
に
、
手
順
の
「
①
区
域
決
定
」

か
ら
「
⑤
換
地
の
設
計
」
ま
で
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
「
⑥
仮
換
地
指
定
」
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
面
積
が
広
い
た

め
に
、
一
度
に
全
地
域
を
指
定
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
一
部
の

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
に
し
、
現
在
該

当
す
る
地
権
者
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
近
々
、
該
当
す
る
区
域
の
仮
換
地
指

定
の
手
続
き
を
行
い
、
そ
の
後
、
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
仮
換
地
指
定
に
と
も
な
い
家

屋
な
ど
の
移
転
が
必
要
に
な
る
人
に
は
、

そ
の
移
転
補
償
費
の
相
談
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
仮
換
地
指
定
を
行
う
区
域
以

外
の
区
域
に
つ
い
て
も
、
地
権
者
と
協

議
を
し
な
が
ら
、
数
回
に
分
け
て
仮
換

地
指
定
を
行
い
、
工
事
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

西
本
町

　
　
土
地
区
画
整
理
事
業

　
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
平

成
四
年
に
市
道
田
川
南
線
の
越
後
交
通

付
近
の
交
差
点
か
ら
、
下
水
処
理
セ
ン

タ
ー
入
口
付
近
の
交
差
点
ま
で
の
間
の

整
備
手
法
と
土
地
区
画
整
理
を
問
題
提

起
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
六
回
に
わ
た
り
土
地
区
画

整
理
の
制
度
内
容
や
地
区
内
の
道
路
計

画
な
ど
の
構
想
に
つ
い
て
、
地
権
者
に

説
明
を
し
て
き
ま
し
た
。
「
具
体
的
な
減

歩
率
を
示
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
あ

り
、
基
本
計
画
の
作
成
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
市
議
会
や
関
係
機
関
と
の
協
議
が
整

い
し
だ
い
、
早
い
機
会
に
地
権
者
説
明

会
を
開
き
、
理
解
を
得
な
が
ら
事
業
同

意
を
い
た
だ
き
、
都
市
計
画
決
定
や
事

業
計
画
の
決
定
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
地
区
に
建
設
を
予
定
し

て
い
る
情
報
館
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
と
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の

　
　
　
　
進
め
方
の
手
順

←←←←←←←←←

⑩
土
地
・
建
物
の
登
記

←

⑪
溝
算
金
の
徴
収
・
交
付

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
中
に
、
さ
ら
に

　
詳
細
な
手
順
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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交
流
を
通
し
て
十
日
町
を
P
R
羅

～
大
好
き
十
目
町
会
が
東
京
で
交
流
会
＆

　
　
　
ホ
ツ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
に
い
が
た
9
5
に
出
店
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
1
1
月
1
0
日
働
か
ら
1
2
日
㈲
ま
で
の
3

日
間
、
東
京
ド
ー
ム
に
お
い
て
「
ニ
ュ

ー
に
い
が
た
の
祭
典
」
ホ
ッ
ト
ウ
ェ
ー

ブ
に
い
が
た
9
5
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
代
々
木
公
園
で
開
か
れ
て
い

た
も
の
を
今
年
か
ら
東
京
ド
ー
ム
で
の

開
催
に
し
た
も
の
で
す
。

　
十
日
町
市
は
、
今
春
設
立
し
た
越
後

妻
有
郷
観
光
協
議
会
の
一
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
大
ブ
ー
ス
の
中
で
、
地

。
元
物
産
を
は
じ
め
大
好
き
十
日
町
会
な

ど
を
大
々
的
に
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　
開
催
期
間
中
は
、
東
京
ド
ー
ム
の
ア

リ
ー
ナ
に
入
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
全
日
超
満
員
の
人
出

で
し
た
。

建
髄
彫

凝
．
．
嬬
餐

　
”
新
潟
な
ま
り
”
”
十
日
町
弁
”

が
入
り
乱
れ
る
中
に
、
な
つ
か

し
さ
を
求
め
て
来
場
し
た
人
も

多
く
い
て
、
圏
域
内
の
物
産
を

た
く
さ
ん
買
い
求
め
て
い
き
ま

し
た
。
出
店
者
の
物
産
は
ほ
と

ん
ど
完
売
し
、
地
元
物
産
の
人

気
の
高
さ
に
改
め
て
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　霧

講
辮｝幽陰纏藪

妻有郷の物産は飛、～ミように売れました

闇醸騨野麟騨悪腰㌔…1鰯『．醗．1灘、

参加者全員で十日町小唄の輪踊りをしました

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縷
馨
懸
灘
雛

　
「
十
日
町
が
大
好
き
な
皆
さ
ん
と
の

交
流
会
」
が
1
1
日
㈹
、
東
京
の
後
楽
園

飯
店
で
開
催
さ
れ
、
首
都
圏
在
住
の
皆

さ
ん
1
2
0
人
、
十
日
町
市
か
ら
4
0
人

が
出
席
し
、
総
勢
1
6
0
人
の
盛
大
な

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
か
ら
の
一
行
は
、
ま
ず
東

京
・
銀
座
の
十
日
町
市
東
京
事
務
所
を

視
察
。
丸
山
俊
久
所
長
が
目
的
や
仕
事

の
内
容
な
ど
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
東
京
ド
ー
ム
の
『
ホ
ッ
ト
ウ
ェ

ー
ブ
に
い
が
た
9
5
』
を
見
学
し
た
後
、

交
流
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
は
な
つ
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ

い
、
十
日
町
の
話
題
で
い
っ
ぱ
い
。
十

日
町
の
地
酒
で
乾
杯
、
そ
ば
を
楽
し
み
、

新
米
の
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
十
日
町

の
名
産
が
当
た
る
抽
選
会
で
盛
り
上
が

り
、
最
後
は
全
員
で
十
日
町
小
唄
を
踊

り
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

第
一
回
北
陸
地
区
誘
害
懇
談
会

　
　
～
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会
が

　
　
　
　
北
陸
地
区
で
ほ
く
ほ
く
線
利
用
を
P
R
～

　
第
1
回
北
陸
地
区
誘
客
懇
談
会
が
、

9
月
2
6
日
㈹
・
2
7
日
㈱
の
両
日
に
わ
た

っ
て
金
沢
市
と
富
山
市
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
企
画
は
、
今
年
春
設
立
し
た

ば
か
り
の
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会
が

主
催
し
た
も
の
。
富
山
県
、
石
川
県
、

福
井
県
内
の
旅
行
代
理
店
約
7
0
社
を
対

象
に
、
妻
有
郷
の
観
光
資
源
と
、
ほ
く

ほ
く
線
の
開
業
で
金
沢
市
か
ら
十
日
町

市
ま
で
2
時
間
1
0
分
位
で
来
ら
れ
る
こ

と
を
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　
2
6
日
は
金
沢
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
“
旅

行
代
理
店
か
ら
そ
ば
、
新
米
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
お
に
ぎ
り
、
妻
有
郷
圏
域
内
の
地十目町のそばは大人気

酒
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
妻
有

郷
の
観
光
P
R
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
2
7

日
は
、
金
沢
市
内
と
富
山
市
内
の
旅
行

代
理
店
を
訪
間
し
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
旅
行
代
理
店
か
ら
は
「
ほ

く
ほ
く
線
の
開
業
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
「
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
で
雪
ま
つ
り

に
行
き
や
す
く
な
り
ま
す
ね
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
観
光
協
議
会
で
は
、
「
ほ
く
ほ
く
線
の

開
業
が
北
陸
地
方
と
妻
有
郷
を
強
く
結

び
つ
け
、
妻
有
郷
の
観
光
開
発
に
拍
車

が
か
か
る
。
も
っ
と
ほ
く
ほ
く
線
を
P

R
し
な
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。妻有郷の観光資源とほくほく線の開業をPRしました
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男
2
1
、
9
0
0
人
女
2
2
、
8
2
9
人

　
　
　
　
　
　
霧
雛
麟
難
－
園
灘
翻
餐
緒
羅
撚
纏
数
灘
』

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
1
0
月
1
日

現
在
で
行
わ
れ
た
、
平
成
7
年
国
勢
調

査
結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
調
査
結
果
は

国
や
県
、
市
の
各
種
行
政
施
策
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
数
値
は
概
数
で
あ
る
た

地区別人ロと世帯数（概数）

地区名 総　数 男 女 世帯数

合　計

平成7年 44，729 21，900 22，829 12，793

平成2年 46，278 22，666 23，612 12，506

増減率 △3．3 △3．4 △3．3 2．3

め
、
総
務
庁
統
計
局
よ
り
後
日
公
表
さ

れ
る
確
定
数
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
人
　
　
ロ

　
十
日
町
市
の
総
人
口
は
、
4
4
、
7

2
9
人
（
男
2
1
、
9
0
0
人
、
女
2

人

2
、
8
2
9
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
回
調
査
（
平
成
2
年
）
か
ら
ー
、

5
4
9
人
（
3
・
3
％
）
の
減
少
と
な

り
、
昭
和
6
0
年
か
ら
2
年
の
減
少
率
3
・

6
％
に
比
べ
る
と
、
若
干
そ
の
幅
は
小

さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
別
で
見
る
と
全
地
区
で
減
少
し

十日町

平成7年 10，707 5，143 5，564 3，497

平成2年 11，213 5，400 5，813 3，426

増減率 △4．5 △4．8 △4．3 2．1

中　条

平成7年 10，555 5，215 5，340 2，906

平成2年 10，742 5，314 5，428 2，785

増減率 △1．7 △1．9 △1．6 4．3

川　治

平成7年 8，790 4，332 4，458 2，675

平成2年 8，989 4，398 4，591 2，598

増減率 △2．2 △1．5 △2．9 3．0

六　箇

平成7，年 826 406 420 196

平成2年 864 419 445 197

増減率 △4．4 △3．1 △5．6 △0．5

吉　田

平成7年 3，288 1，645 1，643 840

平成2年 3，489 1，753 1，736 857

増減率 △5．8 △6．2 △5．4 △2．0

下　条

平成7年 4，089 1，986 2，103 1，009

平成2年 4，212 2，078 2，134 1，003

増減率 △2．9 △4．4 △1．5 0．6

水　沢

平成7年 6，474 3，173 3，301 1，670

平成2年 6，769 3，304 3，465 1，640

増減率 △4．4 △4．0 △4．7 1．8

ま
し
た
が
、
な
か
で
も
吉
田
（
5
・
8

％
）
、
十
日
町
（
4
・
5
％
）
、
六
箇
（
4
・

4
％
）
、
水
沢
（
4
・
4
％
）
と
減
少
率

が
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
世
帯
数

　
世
帯
数
は
1
2
、
7
9
3
世
帯
と
な

り
、
前
回
調
査
か
ら
2
8
7
世
帯
（
2
・

3
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
口
が
減
少
し
世
帯
数
が
増
加
し
た

の
は
、
世
帯
の
中
で
の
一
部
転
出
（
若

者
が
中
心
と
予
想
さ
れ
る
）
が
多
か
っ

た
の
に
加
え
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
世
帯
当
た
り
人
口
を
見
る
と
、
昭
和

60
年
国
勢
調
査
で
は
3
・
8
5
人
、
平
成

2
年
が
3
・
7
0
人
、
今
回
が
3
・
5
0
人

と
、
年
々
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

〈
予
想
人
ロ
当
選
者
発
表
〉

　
国
勢
調
査
予
想
人
口
を
募
集
し
ま
し

た
が
、
当
選
者
発
表
は
1
2
月
1
0
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
応
募
し
た
皆
さ
ん
、

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

東
京
混
声

　
　
　
～
市
民
会
館
ホ

　
ー
1
月
8
日
㈱
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
、

十
日
町
市
と
十
日
町
市
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
東
京
混
声
合
唱
団
演
奏
会
」

が
行
わ
れ
、
5
0
0
人
を
超
え
る
フ
ァ

ン
が
美
し
い
合
唱
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
か
ら
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
ア
ー
ト
＆
S
O
U
N
D
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
の
S
O
U
N
D
部
門
の

事
業
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
前
日
7
日
に
は
、
地
域
内
の
合

唱
団
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
目
的
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ひ
ろ
か
ず
み

東
京
混
声
合
唱
団
指
揮
者
の
八
尋
和
美

さ
ん
に
よ
る
合
唱
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
十
日
町
市

民
合
唱
団
、
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
、
サ
ン

合
．・一　　一懸華　　灘参デIH

繍湧蕪　∫　　揺・　　1．，受・

躍澱麗5鵜多．1．暉鍔公

　　鑑．辮幽欝禰、講Oズ演
クリニックを受ける「コーラスライン」の皆さん　　が
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馨
が
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
り

伝
統
工
芸
士
と
し
て

通
商
産
業
大
臣
表
彰

ん
）

さ
臓

平
ワ

善
4

辺
本

渡
仙

　
渡
辺
さ
ん
は
、
昭
和
5
8
年
に
伝
統
工

芸
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
伝

統
工
芸
士
会
の
第
2
代
会
長
に
就
任
す

る
と
と
も
に
、
全
国
及
び
県
の
伝
統
工

芸
士
会
に
お
い
て
も
多
く
の
役
職
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
産
地
振
興
計

画
に
基
づ
く
後
継
者
育
成
事
業
の
推
進

に
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
1
1
月
1
6
日
㈲
、
福
井
県
鯖
江
市
で
開

か
れ
た
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議

全
国
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
工
芸
士
と
し
て

関
東
通
商
産
業
局
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

阿部茂寿さ、

（水野町・66歳

　
阿
部
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
伝
統
工

芸
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ

た
っ
て
産
地
組
合
の
役
員
を
務
め
、
織

物
組
合
・
緋
部
会
の
会
長
、
副
会
長
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
日
町
伝

統
工
芸
士
認
定
産
地
委
員
会
の
委
員
と

し
て
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
貢
献
を
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
n
月
1
4
日
㈹
、
横
浜
市
で
開
か
れ
た

伝
統
的
工
芸
品
月
間
地
区
大
会
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
．

工
業
統
計
調
査
員
と
し
て

通
商
産
業
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

樋熊茂夫さ、

（新座2・67歳

　
各
種
統
計
の
数
値
は
十
日
町
市
の
現

状
を
分
析
し
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

に
役
立
て
る
た
め
の
大
切
な
資
料
と
な

り
ま
す
。

　
樋
熊
さ
ん
は
昭
和
4
5
年
か
ら
統
計
調

査
員
を
務
め
、
国
勢
調
査
、
工
業
統
計

調
査
、
住
宅
統
計
調
査
、
・
農
林
業
セ
ン

サ
ス
な
ど
、
1
4
種
類
の
統
計
調
査
に
合

わ
せ
て
75
回
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
工
業
統
計
調
査
に
2
5
回
携

わ
っ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
通
商
産
業

大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

伝
達
式
が
n
月
1
3
日
㈲
へ
市
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
代
表
と
し
て

全
国
優
罠
団
体
表
彰写真左から湯沢一彦さん、長津俊男さん、春日昇さん

　
1
0
月
2
6
日
㈲
、
大
阪
府
立
体
育
館
で

開
か
れ
た
全
国
体
育
指
導
委
員
連
合
記

念
式
典
に
お
い
て
、
十
日
町
市
体
育
指

導
委
員
会
（
庭
野
雅
弘
会
長
）
が
新
潟

県
代
表
と
し
て
全
国
優
良
団
体
表
彰
を

受
け
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
、
①
「
市
民
の
健
康
、
体
指

と
と
も
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
民
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
②
雪
ま
つ

り
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
冬
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
も
な
っ
た
「
ツ
マ
リ
ア
ン
ボ

ー
ル
」
の
開
発
な
ど
を
は
じ
め
、
3
0
数

年
間
に
わ
た
る
市
民
に
密
着
し
た
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
1
1
月
1
3
日
㈲
、
体
育
指
導
委
員
会
の

役
員
の
皆
さ
ん
が
受
章
報
告
に
市
長
を

訪
れ
ま
し
た
．

「
中
条
の
遺
墨
」
写
真
集
を
発
刊

　
　
　
～
3
か
年
事
業

　
n
月
n
日
ω
・
1
2
日
㈲
、
中
条
地
区

公
民
館
で
「
第
3
回
な
か
じ
ょ
う
遺
墨

展
～
ふ
る
さ
と
の
宝
と
の
ふ
れ
愛
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
まびょうぶ、掛軸、ふすま等が展示され

の
集
大
成
～

開
か
れ
ま
し
た
．

　
郷
土
・
中
条
で
生
ま
れ
た
先
人
の
画

や
書
、
写
真
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
、

地
域
文
化
を
み
ん
な
で
見
て
み
よ
う
と

い
う
、
平
成
5
年
か
ら
3
か
年
計
画
で

始
め
た
中
条
地
区
公
民
館
行
事
で
す
。

　
今
年
は
最
終
年
度
と
い
う
こ
と
で
、

所
蔵
世
帯
に
出
向
い
て
撮
影
し
た
2
2

0
点
余
り
の
作
品
を
掲
載
し
た
「
中
条

の
遺
墨
」
写
真
集
を
作
り
ま
し
た
。
A

4
判
82
ぺ
ー
ジ
、
定
価
1
、
2
0
0
円
。

希
望
者
は
中
条
地
区
公
民
館
（
智
5

2
1

2
7
4
8
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

雪国とおかまち
　　（全面改訂版）

　
　
　

　
　
ジ

　
　
　
一

ズ
　
ペ
円

イ
ジ
3
0
0

サ
一
一
〇

4
ペ
ラ
O

A
7
2
功
2

〉
　
〉
　
　
　
　
〉

12月上旬発刊

　「雪の降る地方の暮らしで、十日町市を勉強します。

どれくらい雪が降りますか。道路の除雪は、雪下ろしは

…」。冬間近になると全国各地の小学校から照会の電話や

手紙が届きます。

　こうした照会に対応しようと昭和63年に『雪国とおか

まち』という冊子を作りましたが、このたび全面改訂し

ました。写真を主体に作った雪国十日町の解説書になっ

ています。購入希望者は申し込みくだせさい。

■企画人事課広報広聴係　智57－3111内線213
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隅1ll 翻1

～

十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
募
集

　
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
（
会
長
“
本
田
市
長
）
で
は
、
市
内
の
中
学

生
を
対
象
に
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
・
県
・
市
の
財
政
運
営
の
根
幹
を
成
す
税
に
つ
い
て
、
将
来
の
税

の
担
い
手
で
あ
る
中
学
生
に
今
か
ら
、
そ
の
必
要
性
や
仕
組
み
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
応
募
総
数
は
、
作
文
の
部
が
2
1
6
点
、
標
語
の
部
が
6
8
9
点
あ
り
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
、
若
い
時
か
ら
の
税
に
関
す
る
教
育

の
向
上
を
図
り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

〈
作
文
の
部
〉

◎
最
優
秀
賞

小海五月さん
　（下条中3年）

税
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
考
え
る
こ
と

　
い
つ
も
は
税
金
に
つ
い
て
あ
ま
り
関

心
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
買
物
に
い
き
、
消
費
税
が
か
か
る

よ
う
に
な
り
損
を
し
た
よ
う
な
気
に
な

っ
た
り
、
計
算
が
め
ん
ど
う
に
な
っ
た

り
し
て
、
買
物
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　
今
日
、
税
金
に
つ
い
て
作
文
を
書
く

こ
と
で
、
教
科
書
を
読
ん
だ
り
、
父
の

税
金
の
本
を
借
り
た
り
し
て
読
み
始
め

ま
し
た
が
、
む
ず
か
し
く
て
す
ぐ
や
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
税
金
に
は

国
税
と
地
方
税
、
ま
た
、
直
接
税
と
間

接
税
が
あ
り
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
、

国
に
納
め
る
税
金
、
県
や
市
に
納
め
る

税
金
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

父
は
、
酒
も
飲
む
し
た
ば
こ
も
吸
い
ま

す
。
そ
し
て
、
酔
っ
た
時
に
、
「
オ
レ
は

人
よ
り
よ
け
い
な
税
金
も
払
っ
て
い
る

ん
だ
。
ゆ
っ
く
り
飲
ま
せ
ろ
」
と
言
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
何

の
こ
と
か
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

今
や
っ
と
理
解
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
所
得
税
が
多
い
人
は
所
得
の

半
分
も
納
め
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
や
」
リ
ー
グ

の
選
手
が
「
一
生
懸
命
練
習
し
、
が
ん

ば
っ
て
良
い
成
績
を
残
し
、
年
俸
を
上

げ
て
も
税
金
に
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
か

れ
る
」
と
言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
相
続
税
な
ど
も
親
子
や

夫
婦
間
で
の
財
産
を
引
き
継
ぐ
だ
け
な

の
に
、
ど
う
し
て
税
金
を
納
め
な
く
て

は
い
け
な
い
の
か
と
も
思
い
ま
す
。
相

続
す
る
度
に
だ
ん
だ
ん
財
産
が
な
く
な

っ
て
い
く
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
民
が
税
金
を
払
う
事
に

よ
り
日
本
の
国
を
守
り
、
私
た
ち
の
県

や
市
を
支
え
て
い
る
事
も
理
解
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
お

年
寄
り
が
ど
ん
ど
ん
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
私
の
従
姉
は
福
祉
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
が
、
予
算
が
足
り
な
く
て
思

う
よ
う
な
仕
事
が
出
来
な
い
と
嘆
い
て

い
ま
し
た
。
ほ
か
の
国
で
は
日
本
よ
り

も
多
く
の
税
金
で
福
祉
の
面
に
援
助
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
消
費
税
が
5
％
に
な
る
こ
と

を
知
っ
て
、
納
め
る
べ
き
税
金
は
き
ち

ん
と
納
め
て
安
心
が
出
来
る
生
活
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
所
得
隠
し
が
平
成
5
年
度

に
千
億
円
以
上
も
あ
っ
た
こ
と
を
知
る

事
で
と
て
も
い
ら
だ
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

千
億
も
の
お
金
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
詰
め
、

～

階
段
の
下
に
隠
し
た
り
、
天
井
裏
に
金

庫
を
備
え
つ
け
た
り
す
る
な
ん
で
す
ご

い
こ
と
を
す
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
所
得
隠
し
と
は
、
交
通
ル
ー
ル
で
ス
ピ

ー
ド
違
反
を
し
て
も
「
捕
ま
ら
な
け
れ

ば
い
い
や
」
と
い
う
考
え
方
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が

税
金
を
平
等
に
払
っ
て
こ
そ
租
税
の
意

味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
新
聞
で
公
金
横
領
、
公
費
で

宴
会
な
ど
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。

国
民
が
、
私
た
ち
が
消
費
税
と
し
て
納

め
た
税
金
を
含
め
、
そ
れ
を
管
理
す
る

人
た
ち
が
自
分
の
た
め
に
使
用
す
る
こ

と
は
許
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
税
金
は
み
ん
な
で
正
し
く
納
税
し
、

ま
た
管
理
す
る
人
も
正
し
く
使
用
し
て

も
ら
い
豊
か
な
、
安
心
出
来
る
国
に
な

れ
ば
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

税
を
知
り
　
税
で
築
く
　
明
る
い
社
会

◎
優
秀
賞

大
嶋
要
子
さ
ん
（
中
条
中
3
年
）
村
山

浩
太
郎
さ
ん
（
中
条
中
3
年
）
橋
本
香

、
織
さ
ん
（
中
条
中
3
年
）
岡
田
須
奈
子

さ
ん
（
中
条
中
3
年
）
阿
部
晃
也
さ
ん

　
（
中
条
中
3
年
）

《
標
語
の
部
〉

◎
最
最
秀
賞

滝
沢
克
彦
さ
ん
（
十
日
町
中
3
年
）

「
納
税
は
　
暮
ら
し
の
安
心

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
の
責
任
」

◎
優
秀
賞

吉
沢
真
由
美
さ
ん
（
十
日
町
中
3
年
）

澤
田
健
太
郎
さ
ん
（
十
日
町
中
3
年
）

庭
野
聖
子
さ
ん
（
十
日
町
中
3
年
）
小

野
塚
健
さ
ん
（
十
日
町
中
2
年
）
渡
辺

瞳
さ
ん
（
南
中
3
年
）

　
標
語
の
部
の
入
賞
作
品
は
、
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

税務相談所開設

～税の相談は

　　　お気軽に～

　
　
　
時

　
　
　
　

　
　
　
後

　
　
　
午

　
働
～

　
日
時

き
1
5
1
0
ろ

　
月
前
こ

と
1
2
午
と

■
　
　
　
　
　
　
　
■

市役所保健センター

■相談事項

所得税、相続税、贈与税

など国税に関すること

■担　当

相
相

務
務

税
税

局
室

税
分

国
岡

越
長

信
・

東
室
官

関
談
談

■問い合わせ

十日町税務署（費52－

3181）へ。
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∞∞鍵，

サ夢クロス十日町”

十日町勤労者総合福祉センターがオープン
廻騙i～12月15・16日は全館無料開放します～

　　　PLAY　IT　LOUD　－Dlsco＆L量vE一
サンクロス十日町の開館を記念し、音楽仲間が中心

となったイベントが開催されます。

ロとき　12月16日㈹午後4時～　口入場料　1，000円
ロ問い合わせ　村山信吾（川原町・豊57－8155）

灘
轟

　
本
町
5
丁
目
の
四
ツ
宮
公
園
の
隣
接

地
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
十
日

町
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が
い

よ
い
よ
1
2
月
1
5
日
ω
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
愛
称
も
、
公
募
の
結
果
、
応
募
2
7
通

の
中
か
ら
「
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上

と
雇
用
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
勤
労
者
の
余
暇
活
動
の
場
と
し

て
広
く
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
．

　
市
で
は
こ
の
施
設
の
開
館
を
記
念
し
、

12
月
1
5
日
働
・
1
6
日
ω
に
施
設
を
無
料

開
放
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
施
設

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
施
設
概
要

▼
サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム
①
和
室

　
民
舞
、
茶
道
、
着
付
け
等
の
講
習
、

■使用料金

　　　　時　間
施設名

午前9時
　　～正午

正午～
　午後6時

午後6時～
　午後10時

多目的ホール 1，400円 1，800円 2，400円

サークルルーム① 800円 1，000円 1，400円

サークルルーム② 800円 1，000円 1，400円

視聴覚研修室 1，200円 1，600円 2，000円

特別会議室 1，000円 1，200円 1，600円

　　　　時　間
施設名

午前9時～午後6時
　（1時間あたり）

午後6時～午後10時
　（1時間あたり）

サークルルーム③ 600円 800円
サークルルーム④ 600円 800円

1．被保険者等でない者の使用料は、2割増とする。

2．使用時間には、準備及び現状に復するために要する時間コ

　含む。

3．冷暖房を使用する場合は、使用料の3割に相当する額をプ

　算する。

4．許可を受けた使用時間を超過して使用した場合、超過1時1

　につき所定の使用料の時間割り計算による額を加算する。舜

　過時間が1時間に満たない場合でも1時間として計算する

5．使用者が入場料またはこれに類するものを徴収する場合は

　所定使用料の2倍とする。
6．サークルルーム③、サークルルーム④に設置してある音考

　機器を使用する場合は、使用料の5割に相当する額を加3

　する。またこれを他の部屋に移動して使用した場合の使戸

　料も所定の使用料の5割に相当する額を加算する。

地
区
集
会
等

▼
サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム
②
音
楽
室

楽
器
練
習
、
音
楽
演
奏
、
サ
ー
ク
ル

の
活
動
等

▼
サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム
③
・
④

　
カ
ラ
オ
ヶ
や
サ
ー
ク
ル
の
会
合
等

▼
視
聴
覚
研
修
室

視
聴
覚
機
器
を
使
用
し
た
会
議
・
講

　
習
会
、
音
楽
練
習

▼
特
別
会
議
室

地
域
・
企
業
等
の
会
議
、
研
究
会
等

▼
多
目
的
ホ
ー
ル

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
演

劇
等
の
練
習
、
各
種
集
会
等

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労

政
係
（
暦
5
7
1
3
1
1
1
内
線
罰
）
、

十
日
町
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
1
2
月
1
5
日
以
降
盈
5

2
1
0
5
6

4
）
へ
．

を
　
加
　
間
超
。
よ
　
響
算
用

吉
田
＆
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
～
冬
で
も
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
～

　
昨
年
8
月
か
ら
吉
田
中
学
校
西
側
に

建
設
を
進
め
て
き
た
「
吉
田
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
1
2

月
1
日
働
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

轍

　
こ
れ
は
、
「
雪
国
快
適
環
境
総
合
整
備

事
業
」
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。
今
後
は
地
域
住
民
を
中
心
に
、

冬
で
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
、
ゴ

■使用料金

ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
．

■
施
設
の
概
要

ω
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
2
面

㈲
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ー
面

⑥
ゴ
ル
フ
練
習
場
8
打
席

㈲
会
議
室
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

■
種
目
ご
と
の
供
用
日

ω
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
毎
週
火
・
金
曜
日

　
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

㈲
テ
ニ
ス
　
毎
週
水
曜
日
の
午
前
9
時

　
～
午
後
9
時
3
0
分

⑥
ゴ
ル
フ
　
毎
週
月
・
木
・
土
・
日
曜

　
日
の
午
前
1
0
時
～
午
後
9
時
3
0
分
、

　
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
後
6
時
～
9

時
3
0
分

■
問
い
合
わ
せ
　
吉
田
地
区
公
民
館

　
（
暦
52
1
2
8
7
4
）
、
吉
田
ふ
れ
あ

　
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
智
5

2
1
0

　
6
7
0
）
へ
．

区
　
分

使
　
　
　
用
　
　
　
料
　
　
　
金

午
　
前

午
　
後

夜
　
間

備
　
　
考

場動運

テ
ニ
ス

4
、
0
0
0
円

5
、
0
0
0
円

4
、
0
0
0
円

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

1
人
1
日
　
3
0
0
円

夜
間
は
開
放
し
な
い

ゴ
ル
フ

ボ
ー
ル
ー
個
　
m
円

回
数
券
使
用
可
能

会
議
室

｛
ミ
⊥
弄
姿
ル
去
）

3
、
0
0
0
円

3
、
0
0
0
円

3
、
0
0
0
円

半
室
使
用
の
場
合
半
額

そ
の
他

1
目
的
外
利
用
の
料
金
は
別
途
協
議
す
る
。

2
区
分
の
標
準
時
間
は
午
前
9
時
～
1
2
時
、
午
後
1
時
～
5
時
、

夜
間
6
時
～
9
時
3
0
分
と
す
る
。
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と・お・か・ま・ち

　平成9年春開業予定の北越北線。

「十日町にすべてのスーパー特急を

停める会」の活動をしている山口さ

んの投稿をご紹介します。

　「高校生が語る来来の十目町市」

　あと5年で21世紀。24世紀に成人

の仲間入りをする高校生の投稿を募

集します。こんな街であってほしい

など、なんでも結構です。

ス
ー
パ
ー
特
急
全
停
車
は
、
町
づ
く
り
の
一
つ

　
　
ん
↑

さ
↓
長

雅
騒

芳
叢

・
瓢

山
相
糖

　
（

　
「
君
汲
流
水
、
我
拾
薪
」
、
十
数
年
前

に
あ
る
方
か
ら
い
た
だ
い
た
色
紙
に
書

か
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。
会
の
中
で
よ

く
こ
の
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
互
い
の
行
動
が
別
々
で
あ
る
と
き
、

目
的
意
識
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
て
な
い
で
い
る
と
互
い

の
目
的
が
見
え
に
く
く
、
や
や
も
す
れ

ば
対
立
的
な
構
図
を
作
り
が
ち
で
す
。

お
湯
を
沸
か
す
と
い
う
目
的
を
明
確
に

◆投稿される人へ　投稿は、はがき

や来庁、各地区公民館などに設置し

てある「市長への手紙」などいずれ

の方法でも構いません。内容がテー

マに関係のないものであってもお受

けします。また次回のテーマも募集

中です。なお、誌上匿名は構騨ませ

んが、お名前、住所、電話番号だけ

は明記してください。

ロ送付先　企画人事課広報広聴係

　〒948十日町市干歳町3－3
　盈57－3111内線213

ロ締め切嚇　12月10日㈲

す
る
事
で
、
思
い
を
語
り
つ
な
げ
ば
、

誰
か
が
水
を
汲
み
始
め
、
作
業
に
加
わ

る
人
も
集
い
、
ま
た
薪
を
拾
い
に
行
く

人
も
集
ま
り
始
め
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
目
的
を
「
町
づ
く
り
」
と
と
ら
え
た

な
ら
ば
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
一
体

的
な
展
開
が
理
想
で
あ
り
、
「
町
づ
く
り

の
一
つ
の
手
段
と
し
て
ス
ー
パ
ー
特
急

全
停
車
」
と
と
ら
え
た
な
ら
ば
、
受
け

皿
の
整
備
と
停
車
運
動
も
一
体
的
な
作

業
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
を
心
に
留
め
、

十
を
語
る
よ
り
一
つ
の
行
動
を
！
先
ず

や
れ
る
事
か
ら
始
め
よ
う
！
と
言
う
の

が
会
員
一
同
の
意
見
で
し
た
。

　
ご
周
知
の
通
り
、
昨
年
二
万
七
千
名

の
ご
署
名
を
携
え
て
本
社
誘
致
と
ス
ー

パ
i
特
急
の
停
車
を
平
山
県
知
事
に
陳

情
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経
緯
を
踏
ま
え

癬
ノ

つりでの街頭署名活勤

　
　
舞
灘
縣
難
鐸
獺
籔
嚢
『

た
上
で
、
会
と
し
て
幾
度
か
の
勉
強
会

を
開
き
、
情
報
を
集
め
る
中
で
ス
ー
パ

ー
特
急
は
首
都
圏
と
北
陸
圏
と
を
い
か

に
短
絡
で
き
る
か
と
い
う
営
業
戦
略
の

下
に
決
定
し
た
列
車
で
あ
り
、
ま
た
開

業
も
間
近
に
迫
る
中
で
各
社
の
車
両
所

有
率
（
皿
西
七
割
・
皿
東
一
割
・
北
急

二
割
）
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

ス
ー
パ
i
特
急
停
車
に
関
し
て
は
三
社

に
向
け
て
、
新
た
な
る
働
き
か
け
の
必

要
を
感
じ
、
地
方
分
権
論
議
の
高
ま
る

o

●
タ
ン
ク
は
防
露
式
で

　
梅
雨
時
や
冬
の
暖
房
時
に

は
、
ト
イ
レ
内
の
水
槽
タ
ン
ク

の
表
面
や
タ
ン
ク
と
便
器
を
つ

な
ぐ
洗
浄
管
に
露
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
床

や
壁
が
濡
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
室
内
の
温
度
や
湿

気
が
高
憾
と
き
、
タ
ン
ク
等
の

冷
だ
い
水
の
温
度
が
表
面
に
伝

わ
り
、
空
気
中
の
湿
気
が
水
滴

に
な
っ
て
付
着
す
る
か
ら
で
す
。

床
や
壁
が
濡
れ
て
い
る
と
不
衛

生
で
不
快
感
を
招
き
、
シ
ミ
を

作
っ
た
り
、
建
物
を
腐
ら
せ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
ト
イ
レ
自

体
を
湿
気
の
た
ま
ら
な
い
構
造

に
し
た
り
、
換
気
扇
を
使
用
し

た
り
窓
を
開
け
る
な
ど
し
て
、

湿
気
を
室
外
に
排
出
す
る
こ
と

で
解
消
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ン
ク
は
防
露
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
処
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
氷
篤
駆

　
　
　
　
　
す
俸
）
磯

　
　
　
　
　
諜
響

　
　
　
　
　
課
翻
叢

　
　
　
　
　
道
は
内
は
無

　
　
　
　
　
　
　
般
｝
金
餌

　
　
　
　
　
水
金
タ
繕
線

　
　
　
　
　
　
　
道
ン
道
内

　
　
　
　
　
下
水
セ
氷
綱

　
　
　
　
　
　
　
下
理
下
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
直

ク
を
お
薦
め
し
ま
す
。
防
露
タ

ン
ク
は
、
内
側
に
断
熱
材
を
使

い
ま
す
。
空
気
層
や
防
露
層
を

設
け
て
、
タ
ン
ク
表
面
の
結
露

を
防
ぎ
ま
す
。

●
ト
イ
レ
の
照
明
は
明
る
め
に

　
ト
イ
レ
に
溝
潔
感
が
保
て
る

よ
う
に
、
少
し
明
る
め
の
翻
～
6
0

W
の
照
明
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
に
コ
ン
セ
ン

ト
を
つ
け
る
と
大
変
便
利
で
す
。

暖
房
便
座
や
温
風
乾
燥
、
暖
房

用
ヒ
ー
タ
ー
が
使
用
で
き
快
適

さ
が
増
し
ま
す
。

　
コ
ン
セ
ン
ト
は
出
入
り
に
支

障
に
な
ら
な
い
位
置
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
知
り
に

な
り
た
い
こ
と
、
連
載
し
て
ほ

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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中
で
、
，
そ
の
受
け
皿
と
な
る
新
広
域
圏

を
含
ん
だ
署
名
運
動
の
展
開
に
入
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
も
こ
の
署
名
運
動
は
文
頭
で
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
言
葉
通
り
に
、

協
同
作
業
で
成
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
声
を
つ
な
が
せ
て

い
た
だ
く
中
で
、
個
人
の
方
々
、
青
年

会
、
地
区
振
興
会
、
ま
た
遠
く
離
れ
た

所
で
こ
の
地
域
の
発
展
を
願
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
東
京
十
日
町
会
並
び
に
十

高
同
窓
会
東
京
支
部
の
皆
様
方
が
、
積

極
的
に
運
動
を
展
開
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
か
ら
か
、

あ
る
地
区
か
ら
は
追
加
の
署
名
が
届
い

た
り
、
自
分
の
地
区
の
署
名
が
気
に
な

っ
て
の
間
合
せ
が
何
回
か
ご
ざ
瞬
ま
し

た
。
圏
域
に
お
い
て
は
各
市
町
村
役
場

の
方
々
に
よ
る
お
取
計
ら
い
で
各
地
の

街
頭
署
名
も
展
開
で
き
ま
し
た
。
一
方

署名簿をJR東目本に渡す陳情団

で
は
各
経
済
団
体
、
商
店
街
振
興
会
、

協
会
、
商
店
、
事
業
所
等
の
皆
様
方
か

ら
は
こ
の
活
動
を
側
面
よ
O
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
特
急
停

車
に
寄
せ
る
こ
の
様
な
思
い
と
思
隔
を

つ
な
ぎ
集
め
る
事
で
、
三
万
七
千
五
百

二
十
三
名
の
署
名
を
束
ね
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
署
名
簿
を
背
景
に
去
る
十
一
月

六
日
に
諏
西
日
本
本
社
、
十
日
に
認
東

日
本
本
社
及
び
白
川
・
高
鳥
両
代
議
士
、

吉
川
・
真
島
両
参
議
院
議
員
に
、
本
田

市
長
を
は
じ
め
広
域
圏
町
村
、
罷
身
・

上
村
両
県
議
、
市
議
会
議
長
、
商
工
会

議
所
翻
会
頭
、
織
協
理
事
長
、
農
協
参

事
、
建
設
業
協
会
支
部
長
、
J
C
理
事

長
、
地
域
開
発
室
長
の
陳
情
団
で
圏
域

活
牲
化
の
た
め
に
は
優
等
列
車
の
十
日

町
駅
停
車
は
不
可
決
で
あ
り
基
礎
的
条

件
で
あ
る
事
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
な

お
北
越
急
行
㈱
へ
の
陳
情
は
、
十
二
月

十
四
日
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
陳
情
の
み
で
事
足
り
る
わ
け

で
は
あ
ゆ
ま
せ
ん
。
今
後
は
来
る
べ
き

モ
ビ
》
テ
ィ
ー
社
会
に
思
い
を
寄
せ
る

一
方
で
、
広
域
行
政
と
住
民
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
中
饗
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を

生
か
し
た
協
同
作
業
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
麟
ま
し
た
。

者
髭

　
　
■

No，8

矛ジt

ワー

ク
／

　
　
　
村
山
明
徳
さ
ん

　
　
　
　
　
（
大
島
電
気
㈱
勤
務
・
a
歳
）

　今年、成人式を迎えました。久しぶり

に会う友達も多く、高校時代に戻った気

分で楽しかったですね。成人式だからと

いって改まった気持ちは正直ありません

でしたが、強いてと言われれば「少しは

しっかりしなければならないかな」と，思

ったことでしょうか。

　小・中・高校と野球をやっていたもん

で今もやっています。チーム名はデンジ

ャース、ショートを守っています。一応

Aクラスです。父が友達とソフトボール

のチームを作っていますので、メンバー

不足の時は助っ人で試合に出ることもあ

ります。体を動かすことが好きですが、

反対に日曜日など何もしないでボーッと

しているのもいいですね。

　入社してまだ3年、覚えることだらけ

です。時間いっぱい使える青春真っ只中

ですから、仕事上の資格を取ろうと勉強

もしなければ、といった気持ちもチョッ

ピリは持っているんですよ。健康には自

身がありますから、丈夫に生んでくれた

親に感謝しなければなりませんね。

※色白、177cmの長身の好青年の村山さんです。

　次回は庭野聡美さんを紹介します。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

　
　
　
　
　
　
銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

費
0
3
1
3
5
4
6
1
7
2
3
0
（
F
A
x
兼
）

情
報
発
信
基
地
で

　
　
　
　
　
　
地
域
の
活
性
化
を

　
十
一
月
十
日
働
か
ら
十
二
日

㈲
ま
で
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
の
祭

典
」
は
大
盛
況
。
我
が
妻
有
郷

の
ブ
ー
ス
に
も
お
客
様
が
押
し

寄
せ
、
ま
さ
に
「
ホ
ッ
ト
ウ
ェ

ー
ブ
に
い
が
た
9
5
」
の
名
に
恥

じ
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
、
大

好
き
十
日
町
会
の
交
流
事
業

も
、
当
日
参
加
の
人
も
大
勢
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
事
務
所
に
入
会
の
照
会

が
あ
る
な
ど
、
成
果
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

国
の
新
年
度
予
算
編
成
作
業
も

終
盤
を
迎
え
、
地
方
か
ら
の
予

算
獲
得
運
動
も
熱
気
を
帯
び
て

き
ま
す
。
こ
と
の
是
非
は
と
も

か
く
と
し
て
、
大
陳
情
団
が
東

京
に
押
し
寄
せ
ま
す
。
ま
し
て
、

不
況
の
と
き
の
公
共
事
業
へ
の

期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら
国
の

施
策
や
予
算
の
中
で
注
目
し
て

い
く
も
の
の
一
つ
に
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
、
情
報
技
術
を
活
用
し
た

も
の
が
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

登
場
し
て
き
ま
す
。
特
に
ビ
ジ

ネ
ス
の
世
界
で
、
そ
し
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
で
も
、
こ
れ
ら
を
利

用
し
た
情
報
の
収
集
発
信
が
活

用
さ
れ
る
時
代
に
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
光
フ
ァ
イ
バ

i
網
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
み
、
情
報
の
過
疎
地
域
は

な
く
な
り
ま
す
。
既
に
パ
ソ
コ

ン
通
信
が
盛
ん
で
す
が
、
例
え

ば
い
じ
め
の
問
題
の
相
談
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
通
信
サ
ー
ビ
ス
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
農
水
省
の
諸

情
報
も
、
い
な
が
ら
に
し
て
フ

ア
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
時
代
で
す
．

　
肝
心
な
こ
と
は
、
地
方
も
情

報
発
信
基
地
と
な
り
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
”
何
か
”

を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
辺
り
に
十

分
注
目
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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　　H月10目届け出分まで（敬称略）

團地域福祉基金へ＝金沢良太郎（水

沢2・香典返し30，000円）関良蔵（中

条島・香典返し1，000，000円）

團社会福祉事業へ＝岡村建治（北新

田2・1，000円）匿名（50，000円）ボ

ーイスカウト十日町一団（街頭募金・

82，616円）

囹羽根川荘へ＝中条会（7，100円）仲

好会（3，900円）

囹平和基金へ＝原水爆禁止十日町市

協議会（1，000，000円）

囹交通遺児等援助基金へ＝十日町高

校定時制生徒会（会長池竹利春・62，

639円）吉田地区交通安全協会（100，

000円）

囹公民館図書室へ＝岡本美樹（千歳

町3）阿部悌治（高田町3東）関口

昭二（川原町）五十嵐保（袋町西）

大島昌美（水野町）山口春治（新潟
市）

身障者センター
　10周年記念事業

身障者福祉センターでは、開設10

周年を記念して各種作品の展示会を

開催します。

■会期11月23日㈲～12月19日（幻

■ところ　県立十日町病院1階ロビー

■内　容　書道、版画、絵画、焼物、

手芸、生け花ほか

■問い合わせ　十日町市身体障害者

福祉センター（盈57－9438）へ。

貸出文庫もこ利用ください

冬期間は「こだま号」が休みにな

ります。遠方の人のために下表の貸

出文庫を開設します。お気軽にご利

用ください。

■冬期貸出文庫　　　（12月～3月）

地区 配　　本　　所 電話番号

水沢 新宮2 村山千玄さん宅 58－2735

珠　川 馬場小珠田分校 58－3816

川治 北新田3 樋口義一さん宅 57－1078

中条 四日町2 滝沢正一さん宅 57－0593

飛渡

新　水 飛渡第一小学校 59－2077

山新田 〃第二小学校 59－2139

東枯木又 山田房吉さん宅 59－2323

西枯木又 春川善七さん宅 59－2216

吉田

稲　葉 丸山孝一さん宅 57－1865

鉢　2 真田小学校 52－4001

名ケ山 名ヶ山小学校 52－2928

下条

上新田1 堀義一さん宅 56－2765

漉　野 東下組小学校 55－2532

願　入 願入冬期分校 56－2147
（水落満長）

十日町
下川原町 西保育所 57－0338

赤『倉 赤倉小学校 57－5705

■通年貸出文庫

地区 配　　本　　所 電話番号

水沢

姿　2 公民館姿分館
（グリーンセンター）

58－3224
（保坂　厳）

土市2 水沢保育所 58－2103

馬場1 平　　成　　園 58－3924

川治
塚原町 十日町保健所 57－2400

池之平 八箇保育園 57－0062

十日町 津　池 公民館津池分館 52－4038
（小林好一）

中条 北　原 北原保育所 52－3339

下条
漉　野 東下組保育園 55－2119

中央通り 三　　好　　園 56－2106

吉田

山　谷 藤巻功さん宅 52－3047

高　島 涌井工業㈲ 57－4914

鉢　2 鉢保育園 52－5544

㈱当間高原リゾート

　　　　社員募集
㈱当間高原リゾートでは、接客担

当社員を募集しています。

■募集人数　若干名

■採用予定日　平成8年4月1日

■制　限　満30歳までの男女

■申し込み　12月11日（月）までに㈱当

間高原リゾート（〒948十日町市

寿町2－1－13智52－5788）へ。

シメナワをつくろう

■と　き　12月9日仕）

　　　午後1時～4時30分
■ところ　博物館

■対　象　小学4年以上6年まで

■定　員　20人（先着順）

■参加費無料
■持ち物　筆記用具、ハサミ、シメ

ナワを入れる入れ物

■申し込み　12月4日（月）までに博物

館（盈57－5531）へ。

アンネ・フランクと

　　ホロコースト展
　「アンネの日記」の著者として有

名なアンネ・フランクと第2次大戦

中のナチズムによるホロコースト（大

量虐殺）の歴史を多数のパネルなど

で紹介します。

■会期12月16日㈹～23日dゆ午前

10時～午後9時（ただし、16日は

午後1時～）

■ところ　クロス10（大ホール）

■入場料無料

ゆ廟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
東
頸
城
の
西
部
に
位
置
す
る

廟
　
牧
村
に
は
昭
和
61
年
に
オ
ー
プ

㎜　
ン
し
た
保
養
施
設
「
深
山
（
み

　
や
ま
）
荘
」
が
あ
り
ま
す
。

廟
　
　
　
、

噸
こ
こ
は
近
く
で
湧
出
し
て

ゆ
　
い
る
鉱
泉
を
利
用
し
て
い
て
、

吻
皮
膚
病
、
特
に
あ
せ
も
に
効
く

ゆ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
・

一一

料
理
は
地
元
の
山
菜
、
川
魚

廟
　
を
中
心
と
し
た
会
席
料
理
や
手

㎜　
打
ち
そ
ば
、
く
び
き
牛
の
ス
テ

　
ー
キ
な
ど
が
食
べ
ら
れ
、
大
変

一一

に
ぎ
わ
．
て
謬
．
　
一

ゆ
　
　
深
山
荘
へ
は
　
臆
叡
躯
駅
鯨
　
　
㎜

ゆ
　
う
ら
が
わ
ら
駅
か
虫
川
大
杉
駅
　
　
㎜

笹
欝
蕪
㌶
一

“一
で
送
迎
し
寄

廟
　
深
山
荘
の
さ
ら
に
奥
に
は
、

廟
　
ひ
な
び
た
温
泉
、
鷹
羽
（
た
か

廟
　
ば
）
鉱
泉
も
あ
り
ま
す
。

噸
牧
村
の
も
う
一
つ
の
や
す
ら

㎜
ぎ
の
場
は
「
ふ
る
さ
－
村
自
然

‘
董
董
◎
●
2
…
6
◎
●
◎
●
董
董
◎
●

ほくほく線の旅②

詩情あふれる

　やすらぎの里

蚤
◎

蚕
蚤
董

ー
縫
，
蓬
，
欝
，
纏
」

　
　
…
畑
　
キ
施
も
　
…
廟

　
　
…
イ
一
ト
渓
随
…
ゆ

槻
留
猟
↑
。
闘

照
蘇
黎
鞭
跳
二

癩
…
醤
顯
佳
蕊

　
　
F
朋
q
剥
㌻
賢
廟

　
　
…
イ
　
　
G
ク
モ
決
｝
廟

　
　
［
：
即
≡
－
≡
≡
－
惣
淡
－
郎
：
㎜
㎜

7
る
と
憩
い
の
森
」
で
す
・
こ
こ
む

。
　
　
、
　
　
　
　
　
ー
噸

、
フ
　
　
自
然
の
中
で
思
う
存
分
楽
し
め
廟

（
み
　
　
る
キ
ャ
ン
プ
場
や
ロ
ッ
ジ
、
バ
　
ゆ

　
　
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
が
あ
り
、
か
や
廟

）
て
　
　
ぶ
き
の
「
ふ
る
さ
と
の
家
」
で
噸

＼
は
田
舎
体
験
も
で
き
ま
す
．
一
一

酬
く
　
　
　
こ
の
ほ
か
手
打
ち
そ
ば
道
場
噸

　
　
や
く
び
き
牛
丸
焼
き
ま
つ
り
、
　
吻

撫
懲
撰
響
惣
、
一
一

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
廟

ハ
テ
　
　
　
ぜ
ひ
　
牧
村
の
や
す
ら
ぎ
を
幽

ハ
変
　
　
楽
し
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。
　
　
◎

市
役
所
は
暦
5
7
－
3
7
7
7

乳◆・。◆・一網一・〈凶。◆・・〈一・〈一。◆・一網一閥一閥一。◆・・◆・閥一。◆・一一網一　レ・閥囲◆嗣一一・《一。◆．噂一。◎。一。◆．＿。◆．　レ。。◆．＿閥　◆．閥一

76



市
役
所
は
盈
5
7
－
3
7
7
7

’ 』7

家具などの点検を

地震時の揺れで家具などが倒れた

り物が落下しないよう

oテレビや水槽などの重いものは、

高い所に置かない。

○本棚やロッカーなどの収納物は軽

いものを上に￥重いものを下に置

く。

o　L型金具などで￥家具の転倒防止

を図る。

などに心がけましょう。

あてまフォーラム主催

地域活性化シンポジウム
～フオーラム鹿島とガタリンピツク～

リゾートを契機にしたまちづくり

に取り組んでいる「あてまフォーラ

ム」では、佐賀県鹿島市の地域づく

り仕掛人を囲んでの「地域活性化シ

ンポジウム」を開催します。

■と　き　12月9日（土）

シンポジウムニ午後2時～5時30

分

交流会二午後6時～8時30分

■ところ　クロス10

■参加費　シンポジウムは無料、交

流会は2，000円

■申し込み　地域開発室地域開発係

　（盈内線261）へ。

国民健康保険　こんなときにはすぐ届出を
～届出が遅れると思わぬ不利益も保険料の納付は必ず期限内に～

社会保険など国民健康保険以外の

医療保険に加入したり、逆に脱退し

たりしたときなど、ご家庭で異動が

あったときは、すぐに市役所に届出

をしてください。

医療機関で診療を受けている人は、

医療機関にもすぐ届け出てください。

届け出が遅れると、国民健康保険料

を二重に支払ったり、保険給付を受

けられなくなったりと、思わぬ不利

益を被ることがあります。

　　〈届け出が必要な事項〉

麟駆嚢雛 鞭饗轟搬

転入してきたとき 印かん

他の健康保険をや
めたとき

印かん、資格喪失
証明書

生活保護を受けな
くなったとき

印かん、保護廃止
通知書

子供が生まれたと
き

印かん、保険証、

母子手帳

転出するとき 印かん、保険証

他の健康保険に加
入したとき

印かん、両方の保
険証

生活保護を受ける
とき

印かん、保険証、

保護開始通知書

加入者が死亡した
とき

印かん、保険証、

死亡の証明

〈保険料の納付は必ず期限内に〉

国民健康保険料は、皆さんが安心

して治療を受けるための大切な財源

です。

この財源を大切に使うことはもち

ろん、納期内に納めることは、皆さ

んの健康な暮らしのための第一歩で

す。保険料納付は必ず納期内に済ま

せましょう。

　〈最近いただいた質問から〉

Q…、息、子が勤務先で社会保険に加入

していますが、その保険に加入でき

ませんか。

A…加入したい人の年収によって決

まります。

60歳以上の場合…180万円未満の場合

60歳以下の場合…130万円未満の場合

ただし、一律に加入できる訳でなく、

ご家族の実情にあわせて決められま

すので、勤務先にご相談ください。

Q…職場の保険に家族（扶養者）と

して加入した場合、保険料は高くな

りませんか。

A…社会保険の保険料は、勤めてい

る人の給与額によって決まりますの

で、扶養が増えても影響ありません。

Q…社会保険の家族に認められまし

たが、国保の手続きは会社が行って

くれますか。

A…国保の手続きは、世帯主が市役

所で行います。会社では社会保険の

手続きはできますが、国保の手続き

はできません。お早めに市役所にお

いでください。

■問い合わせ　保健衛生課国保係

　（盈内線143・144〉へ。
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「飯山線沿線の旅』

　　　　テレビ放映
　J　R飯山線沿線の各市町村のP　R

番組が放映されます。十日町市は、

「第46回十日町雪まつり」を中心と

した内容になっています。視聴者プ

レゼントもあります。ぜひご覧くだ

さい。

■と　き　12月2日（土）

　　　　　午後2時～2時30分

■放送局　テレビ新潟（TNN）

どんぐりたちの

　　　おはなしのへや

■と　き　12月9日（±：）

　　　　午後2時～3時
■ところ　公民館本館

■内　容　絵本、おはなし、パネル

　シアターなど

■問い合わせ　公民館図書室（盈57

－5011）へ。

冬間近〃水道管の防寒対策を
■夜の冷え込みにご注意

　気温がマイナス4℃以下になると

防寒の不完全な水道は凍ったり、破

裂したりしますので注意しましょう。

■水道管が凍って出ないときは

　タオルをかぶせ、その上からゆっ

くりとぬるま湯をかけて解かします。

熱湯をかけると破裂することもあり

ますので、かけないでください。

■水道管が破裂したときは

　メーターボックス内の止水栓を閉

めて水を止めてください。そして、

破裂した部分に布かテープを巻き付

けるなどの応急手当をし、市の指定

工事店に修理を依頼してください。

■防寒のしかた

　水道管には保温材を巻きます。蛇

口が凍りやすいので上まで完全に巻

き込んでください。保温材の身近な

ものとしては、毛布や布などがあり

ます。テープを巻くなど、保温材が

ぬれないようにしましょう。

　テープは下の方から巻いていくと

水が入りにくくなります。

　メーターボックス内には、布や発

泡スチロールを入れて保温しましょ
う。

～おねがい～
　検針や点検、凍結時の応急修理な

どに支障がでますので、メーターボ

ックスの上に重量物を置いたり、近

くに犬をつないでおかないようにご

協力ください。

■問い合わせ　水道局事務係（智内

　線241・242）へ。
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屋外体育施設の閉場

　屋外体育施設は、11月30日休）をも

って閉場します。なお、降雪により

閉場時期が早まることがありますの

でご了承ください。

平成7年度
ジュニアサッカー教室

■と　き　12月10日～2月11日毎週

　日曜日（年末年始休み）

■ところ　総合体育館屋内グラウンド

■資格小中学生（男女不問）

■参加料　1，000円（保険料含）

■持参する物　ボール・シューズ等

は各自で用意してください。

■申込み　12月9日dDまでにサッカ

ー協会事務局：庭野和浩（江道盈

57－8357）へ。

轡おもなスポーツ行事予定

簸黙 犠難『鑑＿『』雛鶉 翻繰灘
3（日） ソフトボール講習会

総　合
体育館

ソフトボ
ール協会

17（日）

十日町
テニス選手権大会

総　合
体育館

テニス協会

年忘れ卓球大会
市　民
体育館

卓球協会

「健康づくりのための休養をとろう』

■疲労と休養

　休養すれば、その日のうちや2～3日のうちに回復する疲労は、健康的な疲労です。

　疲労が回復しないうちに次の疲労が重なってたまった慢性疲労は病的な疲労といえま

す。こうなると、過食や栄養の偏り、運動不足が引き金となって、脳や心臓の病気を引
き起こすこともままあります。

　疲労が過労になる前に、心身をリフレッシュさせる正しい休養をとりましょう。
　　ロ　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　リロロ　ロロロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リヒ

　：　　　　　受動的な　　　　　　能動的な　　　　　：
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　：　　・安静　　 ・趣味　　　：
　：　　　　・睡　眠　　　　　・スポーツ　　　　　　：
　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　：　　　　　・入浴など　　　　　・積極的な社会　　　　：
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　1　　　　　　　　　　　　参加など　　　　　1

■あなたの休養、まちがっていませんか？

　疲れたからだを休め、明日への英気を養ってはじめて、「休

養」。ただゴロゴロ寝ていても、明日からのヤル気が生まれな

い休み方では「休養した」とは言えません。

　現代の疲労は、運動不足が原因で血液の循環がうまくいか

ない、目や肩や腰に集中的に疲れがたまる、人間関係のスト

レスがたまるとかいったものが多く、全身疲労に比べ、疲労

が重なりがちで回復しにくいと言われています。

　お風呂でのんびりとからだを安らぐ、気持ち良く目覚めら

れる睡眠をとる、スポーツや趣昧で活力を養うなど、リフレ
ッシュに心がけましょう◎

■休養のうまい取り万が明日への活力を

からだを動かさないこ

とが原因でくる疲れ

目や手、肩、腰などに

集中的にたまる疲れ

12月の無料開放日は28日㈱
（ただし屋内施設のみ、夜間は休館）

置受付期間　12月1日総～18日（月）

口抽選日（許可証交付田）12月20日㈱

ストレスからくる精神

的な疲れ

↓ ↓ ↓

休日や休み時間に積極

的にからだ全身を動か
しましょう。

一つの姿勢が続いたら、

1時間に1度は軽い体
操を

スポーツや趣昧の時間

を持って、リフレッシ

ュに心がけましょう。
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　相談コーナー
①定例行政相談　　12月8日働

②交通事故相談　　12月11日（月）

③巡回内職相談　　12月14日休）

　午前10時～午後3時

　会場二市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場二高年齢者職業相談室

議員の年賀状は

　　禁止されています

　政治家は、公職選挙法によって、

選挙区内にある人に対し、答礼のた

め自筆によるものを除き、年賀状等

のあいさつ状を出すことが禁止され

ています。

　市議会全員協

議会でこのこと

を確認し、年賀

状を出さないこ

との申し合わせ
を行いました。　　　　逓響騰

　　　　　　　　十日町市議会

79

馳膨暢一曝欝
⑪十日町市観光情報盈57－0500
　　　十日町雪まつり情報

⑪くらしのダイヤル費025－285－7000

　12／4～11　試買テスト結果「揚げ

　　　　　油」について

　12／11～18消費生活相談事例～手

　　　　　仕舞いしたのに清算金

　　　　　が返金されない海外先

　　　　　物取引～
　12／18～25海外先物取引に注意し

　　　　　よう

　12／25～1／8上手なお酒の飲み方

コ＝プロンクッキング

■と　き　12月14日（木）

　　　　午前10時～午後1時
■ところ　東北電力㈱十日町営業所

　　　　　（宮田町1－5）

■内容キャンドルと花を使った

　X’mas向けのフラワーアレンジメン

　トの製作

■参加費　1，000円（当日持参）

■定　員　15人（先着順）

■問い合わせ　東北電力㈱十日町営

　業所（盈52－3107内線355）へ。

酒害の相談
　つい酒を飲み過ぎる人やその家族

の会です。

■と　き　12月15日働

　　　　午後1時30分～3時
■ところ　十日町保健所

■問い合わせ　十日町保健所（盈57

　－2400）または保健衛生課保健衛

　生係（盈内線141・142）へ。

心の健康相談
■と　き　12月19日（火）

　　　　午後1時30分～3時
■ところ　十日町保健所

■担当　山下医師

■問い合わせ　十日町保健所または

　保健衛生課保健衛生係へ。

　　　　おわび
　11月10日号に掲載した特定環境

保全公共下水道事業の分担金の額

は、296，000円の誤りでした。

　また、十日町高校V6、都大路

への記事中、アンカー7区＝斉藤

剛さん（2年）の名前がもれてい

ました。誠に申し訳ありませんで

した。訂正しておわびいたします。

　
魁
へ
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鋤

　
曹
縦

　
獲
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す
《
耀

嬰
鱒

寮
寮
謄

ゆ
縄

………藁：：簸灘；
＝藤 欝＝擬1購…無…＝＝・’乙羅繍…羅鰯＝＝…灘：灘＝灘聯購；油糊＝鰍舗臓；瀬琳

晶　　　　名 規　格 希望価格

50ccバイ ク ホンダスポーツ
タイプ 5～6万円

耕 運 機 5馬力くらい
ロータリー付 2万円

スタッドレスタイヤ4本 　145－80－10
スズキアルト用 相談で

レギュラータイヤ4本 〃 〃

草刈機（ビムバー） 2万円

座いす2 点
目

1台ひじかけ付
1台ひじかけ無

無　料

米・麦収納器
　3俵用
円形つつ型

相談で

電子オルガン イス付 1万5千円

鞘轡

食器乾燥器 相談で
灘麟袖＝鰍懸灘職鷺翼鞘　　　灘＝灘難…懸慧難 5繁 i揮＝獅難　　　　　鱒簸巽ii隙

鎌雛難顯麟灘

顯麗雛灘灘灘鎌灘 …鍵i懲、麟…灘灘辮…＝畳チ灘…＝…

布団乾燥機 相談で

ベビーカー おりたたみ式 ／ノ

ズボンプレツサー 2～3千円位

ソ　フ　ア　ー 5千円位

アルペンスキー一式
小学校低学年女子

　くつ20cm
相談で

ワ　ー　プ　ロ 〃

カラーテレビ 小　型 3～5千円

ベ　　ツ　　ド 相談で

洗　　濯　　機 二槽式 ノ／

〃 〃

無料法律相談
弁護士による無料法律相談を行い

ます。法律関係の問題でお悩みの方

は、お気軽にご利用ください。

■と　き　12月7日休）午後1時30分

　　　　12月21日㈱午後1時30分
■ところ　市役所市民相談室

■相談員　12月7日高橋賢一弁護士

　　　　12月21日小林彰弁護士
■申し込み　電話で市民課（盈内線

　150）へ予約してください。多数の

　場合は先着順となります。

12月親子映写会
　　～一杯のかけそば～

■と　き　12月16日（土）1回目二午後1

　時30分～、2回目二午後6時30分～

■ところ　市民会館大ホール

■入場料無料
■問い合わせ　少年育成センター（費

　57－8918）または公民館本館（盈

　57－5011）へ。

おもちゃ図書館
■と　き　12月7日休）・21日休）

　　　　午前9時～11時30分
■ところ　勤労青少年ホーム

■問い合わせ　社会福祉事務所福祉

　係（智内線134）へ。
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12月乳幼児健康診査

3歳児健診
〔講鱒児〕

6日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
4年6月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

14日

㈲

午後1時10分

～1時45分
6年6月

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

13日

㈱

午後1時10分

～1時30分
7年8月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定

5日

㈹

午前9時10分

～9時30分
5年6月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

20日

㈱

午前9時30分

～10時30分

7年2月
生まれの乳児

隣搬希1

会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健
診があります。歯をきれいにみがいて来てく

ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取
りに来てください。

※平成4年7月生まれの幼児の保護者へ
3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。

　1月の健診対象者に検査セット等を送付しま
すので、12月15日を過ぎても届かない人は、

保健衛生課保健衛生係まで連絡してください。

12月の健康相談
灘講覇鞍 ・懸i茎鰹 、、萎麟難．罰

保健センター
4・18・25日

の月曜日 午前9時～

　　　午後4時
中条地区公民館 1日働
就業改善センター

14日休）
午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 21日（木） ，午後2時～4時

水沢地区公民館

15日働
午前9時～11時30分

平　成　園 午後1時30分～4時

下条地区公民館 22日働 午前9時～

　　　午後4時川治地区公民館 26日（火》

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

があるなどの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

鯵献血車鯵
受付時間　午前10時～正午（成分献血は

　11時まで）、午後1時～3時（成分献血

　は4時まで）

◆全血献血

　3日（日）（終日）ライオン堂

◆成分献血

　25日（月）（終日）十日町市役所

※成分献血は、事前に保健衛生課保健衛

　生係に申し込みください。所要時間は

　約60分です。

す

健塵1万囲塵1＝亜ナー諭唯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧

会演
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　市では、日本一の健康都市を目指

して、すこやかエコー推進員制度を

スタートしました。「すこやかエコー

推進員」は、市民ぐるみの健康づく

り運動を進める上での核となります。

　これを記念して、「すこやかエコー

講演会」を開催します。来場者全員

に「すこやかエコータオル」をプレ

ゼントします。ぜひご来場ください。

■と　き　11月29日㈱午後1時～3時

■ところ　クロス10

　　歯の用心

■入場料無料
　～当日のスケジュール～

1、開会
2、記念講演　「すこやかに老いる」

　講師　稲葉　博氏（新潟県環境

　保健部長〉

3、すこやかトーク＆エコー体操

　講師　関口陽子氏（エリアドゥ

　21チーフインストラクター）

　　　　　　　　　　　一　ロ　メ

～よくかんで食べましょう～
　食事のときはよくかんで食べるこ

とが大切です。よくかむことで、だ

液の分泌が盛んになり、消化がよく

なります。また、正しくかむことであ

ごを刺激し、あごの発育を促します。

　現代人のあごは、古代人に比べて

小さくなってきていると言われてい

ます。それは、食生活の変化で、固

い食べ物をかむ機会が少なくなって

きたからです。あごが小さくなると、

親しらずの生える位置がなくなり、

斜めに生えたり、へんなところに生

えて、むし歯の原因になります。

モ

　また、不揃いになって、歯並びが

悪くなります。子供のころから、食

事の時には、よくかむ習慣をつけて、

なるべく歯ごたえのある食べ物を取

り入れる工夫をすることが大切です。

　　　　　　　　　　　　　丈夫な歯は健康の証しです

　　　あし歯のないよい歯の子
　　　　　　10月の3歳児健診を受けた子34人
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鞭鱒2薦磯難薗灘懸薦i・

◆3日（日）

　第二藤巻医院（川西町）

　　　暦68－2018
　津南病院（津南町）

　　　鱈65－3161
◆10日（日）

　大坪医院（四日町新田1）

　　　智57－6100
　中条病院（北原）

　　　盈57－3018
◆17日（日）

　古藤医院（津南町）

　　　盟陛65－3001
上村病院（中里村）

　　　智63－2111

◆23日住）天皇誕生日

　至誠堂医院（西浦町東）

　　　a52－3276
◆24日（日）

　山口医院（袋町中）

　　　費52－2174
◆29日働

　大島医院（川原町）

　　　智52－2957
◆30日ω

　大熊内科医院（山本町1）

　　　智52－7066
◆31日（日）

　山　口　医院（下条中央通り）

　　　智55－2003

20


